
Title イタリア刑事手続きにおける犯罪「被害者」地位につ
いて（ニ）

Author(s) 松田, 岳士

Citation 阪大法学. 2004, 53(6), p. 1-39

Version Type VoR

URL https://doi.org/10.18910/55358

rights

Note

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



論

説イ
タ
リ
ア
刑
事
手
続
に
お
け
る
犯
罪「
被
害
者
」の
地
位
に
つ
い
て（
二
）

松

田

岳

士

一

は

じ

め

に

二

「
犯
罪
被
害
者
」
と
「
民
事
当
事
者
」
の
概
念

三

歴
史
的
沿
革
（
以
上
、
五
三
巻
五
号
）

四

「
犯
罪
被
害
者
」
の
刑
事
手
続
へ
の
関
与
形
態
（
以
上
、
本
号
）

五

「
民
事
当
事
者
」
の
刑
事
手
続
へ
の
関
与
形
態

六

お

わ

り

に

四

「
犯
罪
被
害
者
」
の
刑
事
手
続
へ
の
関
与
形
態

�

イ
タ
リ
ア
の
現
行
法
制
に
お
い
て
、
刑
事
上
の
「
犯
罪
被
害
者
」
は
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
か
た
ち
で
刑
事
手
続
に
関
与

・
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
犯
罪
被
害
者
」
の
刑
事
手
続
へ
の
関
与
・
参
加
に
関
し
て
第
一
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
刑
訴
法
九
〇
条
一
項
で
あ
る
。
同
条
項
は
、

「
犯
罪
被
害
者
は
、
法
律
に
よ
り
明
示
的
に
認
め
ら
れ
た
権
利
お
よ
び
資
格
の
ほ
か
に
、
手
続
の
い
か
な
る
段
階
お
よ
び
審
級
に
お
い

（阪大法学）５３（６―１）１３８９〔２００４．３〕



て
も
、
上
申
書
（m

em
orie

）
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
、
破
棄
院
の
公
判
の
場
合
を
除
い
て
、
証
拠
を
指
摘
（in

dicare

）
す
る
こ

と
が
で
き
る
」
と
定
め
、「
犯
罪
被
害
者
」
に
、「
上
申
書
の
提
出
」
と
「
証
拠
の
指
摘
」
を
行
う
「
資
格
」
を
認
め
て
い（
１００
）

る
。

こ
こ
に
い
う
「
上
申
書
」
と
は
、
提
出
先
の
司
法
機
関
に
特
定
の
事
件
に
関
す
る
情
報
・
意
見
を
知
ら
し
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

も
の
で
あ
れ
ば
、
情
報
、
評
価
、
証
拠
、
憶
測
等
そ
の
内
容
を
問
わ
ず
、
ま
た
、
中
間
的
な
判
断
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
と
終
局
的

な
判
断
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
と
を
問
わ
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
事
実
問
題
に
関
す
る
も
の
で
も
法
律
問
題
に
関
す
る

も
の
で
も
、
手
続
問
題
に
関
す
る
も
の
で
も
実
体
問
題
に
関
す
る
も
の
で
も
か
ま
わ
な
い
。
そ
の
形
式
も
、
要
約
的
な
も
の
で
も
列
挙

的
な
も
の
で
も
よ
く
、
そ
の
作
成
・
提
出
は
、「
犯
罪
被
害
者
」
み
ず
か
ら
が
行
な
う
こ
と
も
で
き
る
し
、
弁
護
人
に
依
頼
す
る
こ
と

も
で
き
る
。
ま
た
、
意
見
書
の
提
出
時
期
に
制
限
は
な
く
、
予
備
捜
査
の
過
程
で（
１０１
）

も
、
予
備
審
理
段
階
で
も
、
第
一
審
段
階
で
も
、
上

訴
審
段
階
で
も
―
―
控
訴
審
段
階
だ
け
で
な
く
、
上
告
審
段
階
で
も
―
―
、
可
能
で
あ
る
と
さ
れ（
１０２
）

る
。
予
備
捜
査
の
過
程
で
検
察
官
ま

た
は
予
備
捜
査
裁
判
官
に
提
出
さ
れ
た
上
申
書
は
、
原
則
と
し
て
、
検
察
官
資
料
綴
の
中
に
編
綴
さ
れ
、
公
判
段
階
で
提
出
さ
れ
た
上

申
書
は
、
公
判
調
書
と
と
も
に
公
判
用
資
料
綴
の
中
に
編
綴
さ
れ
る
こ
と
に
な（
１０３
）

る
。

こ
れ
に
対
し
て
、「
証
拠
の
指
摘
」
は
、
事
実
審
段
階
、
す
な
わ
ち
控
訴
審
段
階
ま
で
し
か
認
め
ら
れ
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

一
般
に
、
こ
の
資
格
は
、
予
備
捜
査
段
階
に
お
い
て
は
、
司
法
警
察
職
員
ま
た
は
検
察
官
を
一
定
の
証
拠
の
捜
査
に
向
か
わ
せ
る
こ
と

を
主
眼
と
し
て
、
他
方
、
公
判
段
階
で
は
、
主
と
し
て
、
裁
判
所
に
、「
当
事
者
に
新
た
な
ま
た
は
よ
り
広
範
囲
の
証
拠
を
指
摘
す
る

（
刑
訴
五
〇
六
条
）」
権
限
や
「
当
事
者
の
請
求
ま
た
は
職
権
に
よ
り
新
た
な
証
拠
の
取
調
べ
を
命
ず
る
（
刑
訴
五
〇
七
条
）」
権
限
等

の
行
使
を
促
し
て
、
一
定
の
証
拠
の
取
調
べ
を
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
な
さ
れ
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
方
式
に
つ
い

て
は
、
口
頭
に
よ
る
と
書
面
に
よ
る
と
を
問
わ
な（
１０４
）

い
。

刑
訴
法
九
〇
条
が
「
犯
罪
被
害
者
」
に
認
め
る
「
上
申
書
の
提
出
」
も
「
証
拠
の
指
摘
」
も
、
そ
の
相
手
方
と
な
る
機
関
に
、
そ
れ
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に
応
答
す
る
義
務
を
生
じ
さ
せ
る
も
の
で
は
な（
１０５
）

い
。
す
な
わ
ち
、「
犯
罪
被
害
者
」
に
よ
る
こ
れ
ら
の
行
為
は
、
司
法
機
関
に
「
情
報
、

証
拠
、
評
価
、
推
測
」
を
伝
え
る
効
果
を
も
つ
に
す
ぎ
ず
、「
司
法
機
関
は
、
必
要
と
思
料
す
る
場
合
に
は
そ
れ
を
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
が
、
犯
罪
被
害
者
の
提
案
を
『
却
下
』
し
た
り
、『
留
保
』
し
た
り
す
る
必
要
す
ら
な
い
」
の
で
あ（
１０６
）

る
。

�

刑
訴
法
一
〇
一
条
は
、「
犯
罪
被
害
者
」
に
も
、「
弁
護
人
（difen

sore

）」
（
１０７
）

を
選
任
す
る
権
利
を
保
障
し
て
い
る
。
立
法
者
は
、

本
節
で
紹
介
す
る
よ
う
な
法
律
に
よ
り
「
犯
罪
被
害
者
」
に
認
め
ら
れ
た
権
利
・
資
格
を
十
全
に
行
使
す
る
た
め
に
は
、
法
的
な
知
識

の
補
助
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
た
の
で
あ（
１０８
）

る
。
「
犯
罪
被
害
者
」
に
よ
る
弁
護
人
選
任
の
手
続
は
、
被
疑
者
の
私
選
弁
護
人
の
選
任

手
続
（
刑
訴
九
六
条
、
刑
訴
施
行
法
二
四
条
、
二
七
条
）
に
準
ず
る
も
の
と
さ
れ
る
が
、「
犯
罪
に
よ
り
侵
害
さ
れ
た
法
益
を
代
表
す

る
社
団
・
協
会
」
の
場
合
は
、
後
述
の
民
事
当
事
者
の
弁
護
人
選
任
手
続
（
刑
訴
一
〇
〇
条
）
に
準
ず
る
。
な
お
、「
犯
罪
被
害
者
」

は
、
二
人
以
上
の
弁
護
人
を
選
任
す
る
こ
と
は
で
き
な（
１０９
）

い
。

「
犯
罪
被
害
者
」
の
弁
護
人
は
、
法
技
術
的
な
補
助
者
で
あ
る
に
と
ど
ま
り
、
手
続
上
、
当
然
に
「
犯
罪
被
害
者
」
を
代
理
す
る
も

の
で
は
な
い
も
の
と
解
さ
れ
て
い（
１１０
）

る
。
し
た
が
っ
て
、「
犯
罪
被
害
者
」
は
、
原
則
と
し
て
、
―
―
弁
護
人
の
選
任
が
義
務
づ
け
ら
れ

る
民
事
当
事
者
の
場
合
と
異
な
り
―
―
弁
護
人
の
協
力
を
得
る
こ
と
な
く
、
み
ず
か
ら
自
己
の
権
利
・
資
格
を
有
効
に
行
使
す
る
こ
と

が
で
き（
１１１
）

る
。
も
っ
と
も
、
刑
訴
法
は
、
後
述
の
よ
う
に
、
再
現
不
能
な
技
術
的
見
分
や
証
拠
保
全
へ
の
参
加
な
ど
、
一
定
の
行
為
に
つ

い
て
は
、
弁
護
人
を
通
じ
て
行
う
旨
定
め
て
い
る
。
な
お
、「
犯
罪
被
害
者
」
の
た
め
の
国
選
弁
護
制
度
は
存
在
し
な
い
が
、
資
力
の

な
い
「
犯
罪
被
害
者
」
に
は
国
費
に
よ
る
法
律
扶
助
の
制
度
が
用
意
さ
れ
て
い（
１１２
）

る
。

�

以
上
の
よ
う
な
刑
事
手
続
全
般
に
お
い
て
認
め
ら
れ
る
一
般
的
な
権
利
・
資
格
の
ほ
か
に
、
刑
訴
法
は
、
個
別
の
手
続
に
お
い

て
も
、「
犯
罪
被
害
者
」
が
行
使
す
る
こ
と
の
で
き
る
「
権
利
お
よ
び
資
格
（
刑
訴
九
〇
条
一
項
）」
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
定
め
を
お

い
て
お
り
、
こ
の
点
が
現
行
法
と
旧
法
の
最
も
大
き
な
相
違
点
で
も
あ（
１１３
）

る
。

イタリア刑事手続における犯罪「被害者」の地位について（二）
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と
こ
ろ
で
、
通
説
に
よ
れ
ば
、
刑
訴
法
に
い
う
「
権
利
（diritto

）」
と
「
資
格
（facoltà

）」
は
、
実
質
的
に
内
容
を
異
に
す
る
概

念
で
あ（
１１４
）

る
。
す
な
わ
ち
、「
権
利
」
の
場
合
に
は
、「
犯
罪
被
害
者
」
が
そ
れ
を
行
使
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
相
手
方
と
な
る
裁
判
官
や

検
察
官
等
の
国
家
機
関
は
、
こ
れ
を
放
置
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
―
―
そ
れ
を
認
容
す
る
と
し
な
い
と
に
か
か
わ
ら
ず
―
―
一
定
の
処

分
を
通
じ
て
一
定
の
意
思
表
示
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
対
し
て
、「
資
格
」
の
場
合
に
は
、
そ
の
行
使
は
単
な
る
意
見
の
表
明

に
す
ぎ
ず
、
そ
の
相
手
方
と
な
る
国
家
機
関
に
い
か
な
る
か
た
ち
で
も
こ
れ
に
応
答
す
る
義
務
を
生
じ
さ
せ
る
も
の
で
は
な
い
。

こ
の
こ
と
を
前
提
に
、
以
下
で
は
、
刑
事
手
続
に
お
い
て
「
犯
罪
被
害
者
」
に
認
め
ら
れ
る
「
権
利
」
・
「
資
格
」
の
具
体
的
内
容

を
手
続
の
進
行
に
沿
っ
て
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

�

刑
事
手
続
開
始
前
の
「
犯
罪
被
害
者
」
の
権
利
・
資
格
（
告
訴
権
）

「
犯
罪
被
害
者
」
は
、
刑
事
手
続
を
開
始
さ
せ
る
た
め
に
、
検
察
官
ま
た
は
司
法
警
察
職
員
に
対
し
て
「
告
訴
（qu

erela

）」
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
（
刑
訴
三
三
六（
１１５
）

条
）。
刑
訴
法
三
三
七
条
が
そ
の
手
続
を
定
め
る
。
す
な
わ
ち
、
告
訴
は
、
口
頭
に
よ
っ
て
も
書
面

に
よ
っ
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
口
頭
で
行
わ
れ
た
場
合
に
は
、
調
書
が
作
成
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
犯
罪
被
害
者
」
が

法
人
等
の
団
体
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
代
理
人
が
告
訴
等
を
行
う
。
告
訴
を
受
理
し
た
捜
査
機
関
は
、
告
訴
人
の
身
元
を
確
認
の
う

え
、
告
訴
の
あ
っ
た
場
所
、
日
付
を
明
示
し
た
告
訴
受
理
書
を
作
成
す
る
。
司
法
警
察
職
員
が
告
訴
を
受
理
し
た
場
合
に
は
、
検
察
官

に
こ
れ
を
送
致
す
る
。
告
訴
の
際
に
、「
犯
罪
被
害
者
」
は
、
予
備
捜
査
期
間
の
延
長
ま
た
は
不
起
訴
処
分
に
関
す
る
通
知
を
請
求
す

る
こ
と
が
で
き（
１１６
）

る
。
な
お
、
刑
法
一
二
四
条
は
、「
法
律
に
よ
る
特
別
の
定
め
が
な
い
限
り
、
告
訴
権
は
、
犯
罪
を
構
成
す
る
事
実
を

知
っ
た
日
か
ら
三
月
を
経
過
し
た
と
き
に
は
、
行
使
さ
れ
え
な
い
」
と
定
め
て
い
る
。

�

予
備
捜
査
（in

dagin
e

prelim
in

are

）
の
過
程
に
お
け
る
「
犯
罪
被
害
者
」
の
権
利
・
資
格

「
予
備
捜
査
」
と
は
、「
刑
事
訴
権
の
行
使
に
固
有
の
決
定
」
の
た
め
に
検
察
官
及
び
司
法
警
察
職
員
に
よ
り
行
わ
れ
る
事
件
調
査

論 説

（阪大法学）５３（６―４）１３９２〔２００４．３〕



活
動
で
あ
り
、
基
本
的
に
は
、
わ
が
国
の
「
捜
査
」
に
相
当
す
る
手
続
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
予
備
捜
査
に
お
け
る
「
犯
罪

被
害
者
」
の
関
与
は
、
前
節
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
同
人
に
、
関
係
機
関
に
事
件
に
関
す
る
捜
査
お
よ
び
刑
事
訴
追
を
求
め
る
機
会
を

与
え
る
と
同
時
に
、
将
来
、
予
備
審
理
以
降
の
段
階
で
民
事
当
事
者
を
構
成
す
る
場
合
に
認
め
ら
れ
る
手
続
へ
の
関
与
・
参
加
を
、
と

り
わ
け
再
現
不
能
で
あ
る
が
ゆ
え
に
そ
の
結
果
に
公
判
で
証
拠
と
し
て
の
使
用
可
能
性
が
認
め
ら
れ
る
一
定
の
捜
査
手
続
に
お
い
て
、

予
め
保
障
し
て
お
く
と
い
う
意
味
あ
い
も
も
っ
て
い
る
。

�

「
犯
罪
情
報
登
録
（registro

delle
n

otizie
di

reato

）」
の
通
知
を
受
け
る
権
利

犯
罪
情
報
登
録
と
は
、
特
定
犯
罪
に
関

す
る
情
報
が
検
察
官
の
手
元
に
達
し
た
際
に
作
成
さ
れ
る
も
の
で
、
そ
こ
に
は
、
当
該
犯
罪
に
関
す
る
情
報
お
よ
び
被
疑
者
の
氏
名
が

記
載
さ
れ
る
。
犯
罪
情
報
が
最
初
に
司
法
警
察
職
員
に
達
し
た
場
合
に
は
、
四
八
時
間
以
内
に
検
察
官
に
報
告
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
（
刑
訴
三
四
七
条
）。
イ
タ
リ
ア
刑
事
手
続
に
お
い
て
、
こ
の
犯
罪
情
報
の
登
録
は
、
捜
査
の
開
始
を
画
す
る
手
続
と
し
て
理
解
さ

れ
て
お
り
、
後
述
の
「
捜
査
期
間
」
の
起
算
点
も
、
原
則
と
し
て
こ
の
犯
罪
情
報
登
録
時
に
求
め
ら
れ
る
（
刑
訴
四
〇
五
条
）。
し
た

が
っ
て
、
予
備
捜
査
の
過
程
で
、
事
実
の
法
的
評
価
が
変
わ
り
、
ま
た
は
そ
の
情
況
が
異
な
る
こ
と
が
判
明
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、

新
た
な
登
録
で
は
な
く
、
そ
の
情
報
の
更
新
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
（
刑
訴
三
三
五
条
一
項
・
二
項
）。

刑
訴
法
三
三
五
条
三
項
は
、
こ
の
犯
罪
情
報
登
録
の
内
容
を
、
同
法
四
〇
七
条
二
項
ａ
号
に
定
め
る
一
定
の
重
大
犯
罪
に
関
す
る
も

の
で
あ
る
場
合
を
例
外
と
し
て
、
そ
の
旨
の
請
求
が
あ
る
場
合
に
は
、
―
―
通
知
を
受
け
た
い
旨
の
請
求
は
、
共
和
国
検
察
庁

（procu
ra

della
R

epu
bblica

）
の
事
務
局
（segreteria

）
に
対
し
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
刑
訴
施
行
法
一
一
〇
条
の

二
）
―
―
「
犯
罪
被
害
者
」
お
よ
び
そ
の
弁
護
人
に
も
通
知
す
る
旨
定
め
て
い（
１１７
）

る
。
そ
の
際
に
は
、
犯
罪
情
報
登
録
の
内
容
の
ほ
か
、

事
件
を
担
当
す
る
司
法
官
の
名
前
も
通
知
さ
れ
る
た（
１１８
）

め
、
以
後
、「
犯
罪
被
害
者
」
は
、
そ
の
担
当
司
法
官
に
対
し
て
、
刑
訴
法
九
〇

条
の
定
め
る
「
上
申
書
の
提
出
」
や
「
証
拠
の
指
摘
」
そ
の
他
の
請
求
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
も
っ
と
も
、
捜
査
の
た

イタリア刑事手続における犯罪「被害者」の地位について（二）
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め
に
特
別
の
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
検
察
官
は
、
通
知
を
受
け
た
い
旨
の
請
求
に
対
し
て
、
理
由
を
付
し
た
命
令
に
よ
り
、
三
月
を

超
え
な
い
期
間
に
限
っ
て
、
犯
罪
情
報
の
非
通
知
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
（
三
項
の（
１１９
）

二
）。

�

「
保
障
通
知
（in

form
azion

e
di

garan
zia

）」
を
受
け
る
権
利

刑
訴
法
三
六
九
条
は
、
検
察
官
は
、「
被
疑
者
の
弁
護
人

に
立
会
権
が
認
め
ら
れ
る
捜
査
手
続
」
を
行
な
う
に
あ
た
り
、
被
疑
者
だ
け
で
な
く
「
犯
罪
被
害
者
」
に
対
し
て
も
、
配
達
証
明
付
書

留
郵
便
に
よ
り
、
違
反
し
た
と
さ
れ
る
法
律
の
条
項
、
犯
罪
事
実
の
日
時
お
よ
び
場
所
、
弁
護
人
選
任
権
の
告
知
を
内
容
と
す
る
「
保

障
通
知
」を
送
達
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
て
い（
１２０
）

る
。
同
条
が
定
め
る「
被
疑
者
の
弁
護
人
に
立
会
権
が
認
め
ら
れ
る
捜
査
手
続
」

と
は
、
被
疑
者
側
へ
の
事
前
の
立
会
権
の
告
知
が
捜
査
機
関
に
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
捜
査
手
続
を
い
う
も
の
と
さ
れ
、
具
体
的
に
は
、

後
述
の
再
現
不
能
な
技
術
的
見
分
（
刑
訴
三
六
〇
条
三
項
）
の
ほ
か
、
被
疑
者
の
取
調
べ
、
被
疑
者
が
参
加
す
る
対
質
、
検
証
（
刑
訴

三
六
四
条
四
項
）
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。「
犯
罪
被
害
者
」
な
い
し
そ
の
弁
護
人
に
は
、
こ
れ
ら
の
手
続
に
立
会
う
権
利
ま
で
は
認
め
ら

れ
な
い
。
し
か
し
、
同
手
続
の
経
過
お
よ
び
結
果
が
記
さ
れ
た
調
書
は
、
処
分
実
施
後
三
日
以
内
に
検
察
事
務
局
に
寄
託
さ
れ
、
被
疑

者
の
弁
護
人
の
み
な
ら
ず
、「
犯
罪
被
害
者
」
の
弁
護
人
も
こ
れ
を
閲
覧
・
謄
写
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
刑
訴
三
六
六
条
一
項
）。

「
保
障
通
知
」
は
、
被
疑
者
の
弁
護
人
の
一
定
の
捜
査
手
続
へ
の
立
会
権
保
障
の
実
効
性
確
保
を
本
来
の
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
り
、

捜
査
手
続
に
原
則
と
し
て
妥
当
す
る
密
行
主
義
の
例
外
を
構
成
す
る
（
刑
訴
三
二
九
条
一
項
）。
し
た
が
っ
て
、
被
疑
者
が
特
定
さ
れ

て
い
な
い
場
合
や
、
刑
訴
法
に
よ
り
被
疑
者
の
弁
護
人
の
立
会
い
が
事
前
の
告
知
に
よ
り
保
障
さ
れ
て
い
な
い
捜
査
手
続
に
つ
い
て
は
、

検
察
官
は
、「
犯
罪
被
害
者
」
に
対
し
て
も
保
障
通
知
を
行
な
う
義
務
を
負
わ
な
い
。

�

検
察
官
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
再
現
不
能
な
技
術
的
検
分
（accertam

en
to

tecn
ico

n
on

ripetibile

）
に
弁
護
人
等
を
通

じ
て
参
加
す
る
権
利

刑
訴
法
三
六
〇
条
は
、
検
察
官
は
、「
再
現
不
能
な
技
術
的
検
分
」
を
行
な
う
際
に
は
、
遅
滞
な
く
、
被
疑
者
、

「
犯
罪
被
害
者
」
お
よ
び
そ
れ
ぞ
れ
の
弁
護
人
に
、
そ
の
実
施
の
日
時
及
び
場
所
、
並
び
に
技
術
的
補
助
者
を
選
任
す
る
権
利
の
告
知
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を
内
容
と
す
る
通
知
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
て
い
る
（
一
項
）。
こ
の
場
合
に
は
、
被
疑
者
の
弁
護
人
・
技
術
的
補
助

者
の
み
な
ら
ず
、「
犯
罪
被
害
者
」
の
弁
護
人
・
技
術
的
補
助
者
も
、
技
術
的
検
分
の
職
務
の
委
託
に
立
会
い
、
そ
の
実
施
に
参
加
し
、

意
見
お
よ
び
留
保
を
申
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
さ
れ
る
（
刑
訴
三
六
〇
条
三
項
）。
ま
た
、
そ
の
経
過
お
よ
び
結
果
を
記
し
た

調
書
・
報
告
書
は
、
検
分
実
施
後
三
日
以
内
に
検
察
事
務
局
に
寄
託
さ
れ
、
被
疑
者
の
弁
護
人
の
み
な
ら
ず
、「
犯
罪
被
害
者
」
の
弁

護
人
も
こ
れ
を
閲
覧
・
謄
写
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
（
刑
訴
三
六
六
条
一
項
）。
も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
の
手
続
に
は
、

「
犯
罪
被
害
者
」
本
人
の
参
加
は
認
め
ら
れ
て
い
な（
１２１
）

い
。

「
技
術
的
検
分
」
と
は
、
当
事
者
が
公
判
外
で
独
自
に
依
頼
す
る
「
鑑
定
」
の
こ
と
を
い
い
、
基
本
的
に
は
、
わ
が
国
の
嘱
託
鑑
定

に
相
当
す
る
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
検
察
官
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
技
術
的
検
分
も
、
当
事
者
の
一
方
的
な
行
為
と
し
て
の
性

格
を
も
つ
以
上
、
そ
の
結
果
は
原
則
と
し
て
捜
査
目
的
で
し
か
用
い
る
こ
と
は
で
き
ず
、
公
判
で
は
使
用
不
能
と
さ
れ（
１２２
）

る
。
し
か
し
、

鑑
定
の
実
施
や
時
間
の
経
過
等
に
よ
り
変
質
ま
た
は
消
耗
を
被
る
可
能
性
の
あ
る
人
、
物
ま
た
は
場
所
を
対
象
と
す
る
技
術
的
検
分
に

つ
い
て
は
、
検
察
官
が
、
将
来
、
公
判
手
続
の
一
環
と
し
て
裁
判
所
に
鑑
定
を
請
求
し
て
こ
れ
を
「
再
現
」
す
る
こ
と
が
―
―
そ
の
対

象
物
が
変
質
ま
た
は
消
耗
し
て
し
ま
う
以
上
―
―
で
き
な
く
な
る
た
め
、
刑
訴
法
は
、
例
外
的
に
そ
の
結
果
に
公
判
で
の
使
用
可
能
性

を
認
め
る
と
同
時
に
、
捜
査
機
関
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
場
合
に
も
、
被
疑
者
側
だ
け
で
な
く
、「
犯
罪
被
害
者
」
側
の
弁
護
人
・
技

術
的
補
助
者
の
参
加
を
保
障
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
再
現
不
能
な
技
術
的
検
分
へ
の
参
加
は
、「
犯
罪
被
害
者
」
に
と

っ
て
は
、
公
判
段
階
で
民
事
当
事
者
を
構
成
し
た
場
合
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
参
加
権
が
捜
査
段
階
で
予
め
―
―
「
前
倒
し
」
的

に
―
―
保
障
さ
れ
る
と
い
う
意
味
を
も
つ
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
同
種
の
手
続
と
し
て
、
後
述
�
の
証
拠
保
全
に
よ
る
「
鑑
定
」
の
制

度
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
予
備
捜
査
裁
判
官
に
よ
っ
て
公
判
に
準
じ
た
対
審
の
保
障
の
も
と
で
行
わ
れ
る
と
い
う
意
味
で
、
公
判
手
続

の
一
環
と
し
て
の
鑑
定
に
よ
り
類
似
し
た
性
格
を
も
つ
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
に
、「
再
現
不
能
な
技
術
的
検
分
」
と
比
し
て
、
そ

イタリア刑事手続における犯罪「被害者」の地位について（二）
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の
実
施
に
は
時
間
が
か
か
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
証
拠
保
全
に
よ
る
「
鑑
定
」
と
の
関
係
で
は
、「
再
現
不
能
な
技
術
的
検

分
」
は
、
証
拠
保
全
を
請
求
す
る
時
間
的
余
裕
が
な
い
場
合
に
利
用
さ
れ
る
緊
急
の
捜
査
手
続
と
い
う
こ
と
に
な（
１２３
）

る
。

�

事
件
に
関
す
る
独
自
の
調
査
活
動
（
防
御
調
査
）
を
行
な
う
権
利

二
〇
〇
〇
年
一
二
月
七
日
の
法
律
第
三
九
七
号
に
よ
っ
て

追
加
さ
れ
た
刑
訴
法
三
二
七
条
の
二
は
、「
弁
護
人
（difen

sore

）」
に
、「
み
ず
か
ら
の
依
頼
人
に
有
利
な
証
拠
を
探
索
し
、
特
定
す

る
た
め
の
調
査
を
行
な
う
資
格
」
を
認
め
た
（
一
項
）。
こ
の
い
わ
ゆ
る
「
防
御
調
査
活
動
（attività

in
vestigativa

del
difen

-

sore

）
」
は
、
「
弁
護
人
」
に
よ
っ
て
だ
け
で
な
く
、
「
認
可
さ
れ
た
私
人
捜
査
官
（in

vestigatoriprivatiau
trizzati

）
」
ま
た
は
「
技

術
的
補
助
者
（con

su
len

te
tecn

ico

）」
に
よ
っ
て
も
行
な
わ
れ
う
る
（
刑
訴
三
二
七
条
の
二
）。「
防
御
調
査
」
と
し
て
「
弁
護
人
」

が
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
原
則
と
し
て
相
手
方
の
権
利
・
利
益
侵
害
を
と
も
な
わ
な
い
「
任
意
」
の
手
続
で
あ
り
、
主
と
し
て
供

述
採
取
お
よ
び
技
術
的
検
分
が
問
題
と
な
る
。
改
正
法
は
、
私
人
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
こ
れ
ら
の
手
続
を
整
備
す
る
と
同
時
に
、
そ

の
結
果
得
ら
れ
た
証
拠
に
検
察
官
に
よ
っ
て
捜
査
目
的
で
な
さ
れ
た
処
分
の
結
果
と
同
様
の
公
判
使
用
可
能
性
を
認
め
て
い
る
。

刑
訴
法
は
、
こ
の
「
防
御
調
査
」
の
主
体
と
し
て
の
「
弁
護
人
」
の
依
頼
者
に
つ
い
て
何
ら
の
限
定
も
し
て
い
な
い
の
で
、
被
疑
者

・
被
告
人
の
「
弁
護
人
」
だ
け
で
な
く
、「
犯
罪
被
害
者
」
の
「
弁
護
人
」
に
も
、
原
則
と
し
て
、
同
様
の
資
格
が
認
め
ら
れ
る
も
の

と
解
さ
れ
て
い（
１２４
）

る
。
こ
の
資
格
は
、
二
〇
〇
〇
年
の
法
律
第
三
九
七
号
に
よ
っ
て
追
加
さ
れ
た
刑
訴
法
第
五
編
第
六
章
の
二
（
刑
訴
三

九
一
条
の
二
な
い
し
三
九
一
条
の
一
〇
）
に
定
め
ら
れ
た
方
式
お
よ
び
目
的
に
し
た
が
っ
て
行
使
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

�

証
拠
保
全
（in

ciden
te

probatorio

）
に
関
与
す
る
資
格
・
権
利

イ
タ
リ
ア
に
お
い
て
、「
公
判
中
心
主
義
」
は
弾
劾
主
義

の
重
要
な
要
請
の
一
つ
で
あ
り
、
裁
判
権
行
使
の
基
礎
と
な
る
べ
き
事
実
認
定
は
、
対
審
原
則
が
最
も
手
厚
く
保
障
さ
れ
る
公
判
審
理

に
留
保
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
捜
査
を
は
じ
め
と
す
る
公
判
外
の
当
事
者
に
よ
る
一
方

的
な
事
件
調
査
活
動
の
結
果
は
、
も
っ
ぱ
ら
公
訴
権
な
い
し
防
御
権
の
行
使
の
た
め
に
の
み
用
い
ら
れ
、
公
判
で
は
原
則
と
し
て
使
用
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不
能
と
さ
れ
る
が
、
例
外
的
に
、
�
捜
索
、
押
収
、
検
証
、
通
信
傍
受
等
、
そ
の
行
為
の
性
質
上
、
公
判
で
は
「
再
現
不
能
」
な
手
続

の
結
果
や
、
�
供
述
採
取
や
鑑
定
の
よ
う
に
一
般
的
に
は
「
再
現
可
能
」
な
性
格
を
も
つ
手
続
で
あ
っ
て
も
、
公
判
開
始
ま
で
の
間
に

供
述
者
の
死
亡
な
ど
特
別
な
事
情
に
よ
り
「
再
現
不
能
」
と
な
っ
た
捜
査
の
結
果
に
は
、
公
判
使
用
可
能
性
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

も
っ
と
も
、
�
の
場
合
に
は
、
当
該
手
続
が
将
来
の
公
判
に
お
い
て
再
現
不
能
と
な
る
こ
と
が
予
見
で
き
た
場
合
と
で
き
な
か
っ
た

場
合
が
あ
り
え
、
前
者
の
場
合
に
は
、
公
判
前
段
階
で
あ
っ
て
も
、
将
来
の
公
判
で
の
使
用
を
見
込
ん
で
証
拠
を
保
全
し
て
お
く
必
要

が
あ
る
。
そ
こ
で
、
刑
訴
法
は
、「
証
拠
保
全
」
の
制
度
を
設
け
、
公
判
前
段
階
に
お
い
て
、
再
現
不
能
と
な
る
こ
と
が
予
見
さ
れ
る

証
拠
収
集
行
為
を
、
裁
判
官
を
関
与
さ
せ
た
う
え
で
、
公
判
に
準
じ
た
対
審
の
保
障
の
も
と
に
「
前
倒
し
」
的
に
行
い
、
そ
の
結
果
を

―
―
勿
論
、
公
判
で
の
使
用
可
能
性
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
前
提（
１２５
）

に
―
―
保
全
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
一
方
で
、
将
来
再
現
不
能
と

な
る
こ
と
が
予
見
可
能
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
証
拠
保
全
」
に
よ
ら
ず
に
当
事
者
が
独
自
に
行
な
っ
た
手
続
の
結
果
に
つ
い

て
は
、
公
判
で
の
使
用
可
能
性
を
認
め
な
い
こ
と
と
し
た
の
で
あ（
１２６
）

る
。

具
体
的
に
は
、
�
そ
の
対
象
た
る
供
述
者
が
、
疾
病
そ
の
他
の
重
大
な
障
碍
に
よ
り
、
ま
た
は
供
述
し
な
い
ま
た
は
虚
偽
の
供
述
を

行
な
う
旨
の
脅
迫
に
よ
り
、
公
判
で
は
証
言
で
き
な
く
な
る
よ
う
な
証
人
尋
問
お
よ
び
対
質
、
�
そ
の
状
態
の
変
容
が
不
可
避
で
あ
る

よ
う
な
人
、
物
ま
た
は
場
所
に
関
す
る
も
の
を
対
象
と
す
る
鑑
定
ま
た
は
状
況
再
現
、
�
公
判
で
行
な
わ
れ
る
と
す
れ
ば
そ
の
六
〇
日

以
上
の
停
止
を
も
た
ら
す
よ
う
な
鑑
定
、
�
他
の
者
の
刑
事
責
任
に
関
す
る
事
実
に
つ
い
て
の
被
疑
者
の
尋
問
、
�
特
別
な
緊
急
の
理

由
に
よ
り
公
判
ま
で
延
期
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
場
合
の
同
一
性
確
認
、
�
関
連
事
件
ま
た
は
関
係
事
件
の
被
疑
者
・
被
告
人
の
質
問
、

	
性
犯
罪
ま
た
は
児
童
性
犯
罪
に
関
す
る
手
続
に
お
け
る
一
六
歳
未
満
の
未
成
年
者
の
証
人
尋
問
が
、
証
拠
保
全
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ

う
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る（
刑
訴
三
九
二
条
）。
証
拠
保
全
の
手
続
は
、
予
備
捜
査
裁
判
官
の
前
で
、
審
議
室（C

am
era

diC
on

siglio

）

に
お
い
て
非
公
開
で
行
な
わ
れ
る
点
を
除
け
ば
、
基
本
的
に
公
判
に
準
じ
た
手
続
に
よ
り
、
す
な
わ
ち
、
少
な
く
と
も
被
疑
者
特
定
後

イタリア刑事手続における犯罪「被害者」の地位について（二）
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で
あ
れ
ば
、
訴
追
側
と
防
御
側
の
同
時
か
つ
対
等
な
参
加
の
も
と
に
行
な
わ
れ
る
（
刑
訴
四
〇
一
条
五（
１２７
）

項
）。

刑
訴
法
は
、
こ
の
証
拠
保
全
手
続
に
つ
い
て
も
、「
犯
罪
被
害
者
」
に
一
定
の
範
囲
で
参
加
を
保
障
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
証
拠

保
全
の
請
求
権
は
、
基
本
的
に
は
検
察
官
ま
た
は
被
疑
者
に
し
か
認
め
ら
れ
て
は
い
な
い
も
の
の
（
刑
訴
三
九
二
条
一
項
）、「
犯
罪
被

害
者
」
は
、
検
察
官
に
対
し
て
証
拠
保
全
の
手
続
を
進
め
る
よ
う
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
さ
れ
る
。
こ
の
請
求
は
、「
犯
罪

被
害
者
」
み
ず
か
ら
ま
た
は
弁
護
人
を
通
じ（
１２８
）

て
、
書
面
に
よ
り
行
な
わ
れ
る
。
検
察
官
は
、
請
求
を
却
下
す
る
場
合
に
は
、
理
由
を
付

し
た
命
令
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
ず
、
か
つ
、
こ
れ
を
「
犯
罪
被
害
者
」
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
刑
訴
三
九
四
条
一
項
・
二（
１２９
）

項
）。

さ
ら
に
、「
犯
罪
被
害
者
」
の
請
求
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
た
場
合
で
あ
る
と
否
と
に
か
か
わ
ら
ず
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
証
拠
の
保

全
が
行
わ
れ
る
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
弁
護
人
は
、
証
拠
保
全
の
手
続
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
際
に
は
、
裁
判
官
に
、
証

人
に
対
し
て
特
定
の
質
問
を
す
る
よ
う
請
求
す
る
こ
と
も
で
き
る
（
刑
訴
四
〇
一
条
一
項
・
五
項
）。
他
方
、
証
人
そ
の
他
の
者
の
尋

問
が
行
な
わ
れ
る
場
合
に
は
、「
犯
罪
被
害
者
」
本
人
に
も
、
み
ず
か
ら
こ
れ
に
立
会
う
権
利
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
他
の
場
合
で
も
、

裁
判
官
の
許
可
が
あ
れ
ば
立
ち
会
い
が
許
さ
れ
る
（
同
条
三（
１３０
）

項
）。
さ
ら
に
、
判
例
・
通
説
は
、
証
拠
保
全
に
よ
り
鑑
定
が
行
わ
れ
る

場
合
に
は
、「
犯
罪
被
害
者
」
に
も
技
術
的
補
助
者
の
選
任
権
が
認
め
ら
れ
る
と
し
て
い（
１３１
）

る
。
こ
の
よ
う
な
参
加
権
・
立
会
権
を
実
質

的
に
保
障
す
る
た
め
、
証
拠
保
全
の
手
続
を
行
う
予
備
捜
査
裁
判
官
は
、
訴
追
側
・
防
御
側
に
対
し
て
だ
け
で
は
な
く
、「
犯
罪
被
害

者
」
お
よ
び
そ
の
弁
護
人
に
対
し
て
も
、
証
拠
保
全
の
請
求
を
認
容
す
る
決
定
（
対
象
事
実
、
当
事
者
名
等
が
記
載
さ
れ
る
）
だ
け
で

な
く
、
そ
の
期
日
お
よ
び
場
所
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
刑
訴
三
九
八
条
）。
ま
た
、
証
拠
保
全
の
経
過
お
よ
び
結
果
を
記
し

た
調
書
、
保
全
さ
れ
た
証
拠
物
お
よ
び
書
面
等
は
、
検
察
官
に
送
付
さ
れ
、
被
疑
者
の
弁
護
人
だ
け
で
な
く
、「
犯
罪
被
害
者
」
の
弁

護
人
に
も
こ
れ
を
閲
覧
・
謄
写
す
る
権
利
が
認
め
ら
れ
て
い
る
（
刑
訴
四
〇
一
条
八
項
）。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
に
「
犯
罪
被
害
者
」
な
い
し
そ
の
弁
護
人
に
証
拠
保
全
手
続
へ
の
参
加
が
保
障
さ
れ
る
実
質
的
な
根
拠
は
、

論 説
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一
般
に
は
、
検
察
官
、
被
疑
者
等
の
「
当
事
者
」
の
場
合
と
同
様（
１３２
）

に
、「
犯
罪
被
害
者
」
が
将
来
の
公
判
に
お
い
て
「
民
事
当
事
者
」

を
構
成
し
た
場
合
に
認
め
ら
れ
る
諸
権
利
・
資
格
を
、「
前
倒
し
」
的
に
保
障
し
て
お
く
必
要
性
に
求
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に

対
し
て
は
、
民
事
当
事
者
を
構
成
す
る
権
利
が
認
め
ら
れ
る
「
民
事
上
の
被
害
者
（person

a
dan

n
egiata

）」
は
、
―
―
違
反
の
あ

っ
た
刑
罰
規
定
の
保
護
法
益
の
帰
属
主
体
と
、
当
該
犯
罪
行
為
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
に
対
す
る
賠
償
お
よ
び
原
状
回
復
の
請
求
権
者

が
常
に
同
一
人
に
競
合
す
る
と
は
限
ら
な
い
以
上
―
―
か
な
ら
ず
し
も
刑
事
上
の
「
犯
罪
被
害
者
（person

a
offesa

）」
で
も
あ
る

と
は
限
ら
な
い
と
の
批
判
が
あ（
１３３
）

る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、「
犯
罪
被
害
者
」
に
は
、
予
備
捜
査
裁
判
官
に
直
接
に
証
拠
保
全
を
請
求
す

る
権
利
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
点
、
ま
た
、
他
の
請
求
権
者
に
よ
る
請
求
お
よ
び
そ
の
根
拠
と
な
る
資
料
の
送
達
を
受
け
、
証
拠
保
全

の
許
容
性
に
つ
い
て
意
見
及
び
資
料
を
提
出
し
て
争
う
権
利
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
点
（
刑
訴
三
九
五
条
、
三
九
六（
１３４
）

条
）、
そ
し
て
、

弁
護
人
へ
の
通
知
は
、
弁
護
人
が
選
任
さ
れ
て
い
る
場
合
に
し
か
行
な
わ
れ
な
い
点
に
お
い
て
、「
当
事
者
」
ほ
ど
に
は
参
加
が
保
障

さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
そ
の
た
め
、
刑
訴
法
四
〇
四
条
は
、「
民
事
上
の
被
害
者
」
に
参
加
す
る
機
会
が
与
え
ら
れ
な
か
っ
た

証
拠
保
全
に
お
い
て
取
調
べ
ら
れ
た
証
拠
に
基
づ
い
て
言
渡
さ
れ
た
無
罪
判
決
に
は
、
同
人
の
明
示
・
黙
示
の
同
意
が
な
い
限
り
、
刑

訴
法
六
五
二
条
が
定
め
る
民
事
裁
判
お
よ
び
行
政
裁
判
に
対
す
る
既
判
力
を
認
め
な
い
も
の
と
し
て
い
る
。

�

捜
査
期
間
の
延
長
に
関
す
る
情
報
の
通
知
を
受
け
る
権
利

イ
タ
リ
ア
刑
訴
法
は
、
予
備
捜
査
に
時
間
的
な
制
限
を
課
し
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
刑
訴
法
四
〇
五
条
二
項
は
、
検
察
官
は
、
被
疑
者
の
氏
名
が
犯
罪
情
報
簿
に
記
載
さ
れ
た
日
か
ら
六
月
以
内
に
、
―
―

刑
訴
法
四
〇
七
条
二
項
ａ
号
が
列
挙
す
る
一
定
の
重
大
犯
罪
ま
た
は
組
織
犯
罪
に
つ
い
て
は
、
例
外
的
に
一
年
以
内
に
―
―
裁
判
官
に

公
判
移
送
ま
た
は
不
起
訴
処
分
を
請
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
被
疑
者
が
特
定
さ
れ
て
い
な
い

場
合
に
は
、
検
察
官
は
、
犯
罪
情
報
が
登
録
簿
に
記
載
さ
れ
た
日
か
ら
六
カ
月
以
内
に
不
起
訴
処
分
を
請
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（
刑

訴
四
一
五
条
一
項
）。
捜
査
期
間
満
了
後
に
行
な
わ
れ
た
捜
査
の
結
果
は
使
用
不
能
と
な
る
（
刑
訴
四
〇
七
条
三（
１３５
）

項
）。
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も
っ
と
も
、
検
察
官
は
、
予
備
捜
査
裁
判
官
に
こ
の
予
備
捜
査
期
間
の
延
長
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
延
長
は
、
そ
れ
ぞ
れ
六

月
以
内
で
数
次
に
渡
っ
て
行
な
わ
れ
う
る
が
、
通
じ
て
一
八
月
―
―
重
大
な
犯
罪
ま
た
は
非
常
に
複
雑
な
事（
１３６
）

件
の
場
合
に
は
二
年
（
刑

訴
四
〇
七
条
）
―
―
を
こ
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
最
初
の
延
長
に
つ
い
て
は
「
正
当
な
根
拠
」
が
、
二
回
目
以
降
の
延
長
に
つ
い
て

は
「
特
に
複
雑
な
捜
査
で
あ
る
こ
と
ま
た
は
延
長
期
間
内
に
終
結
す
る
こ
と
が
客
観
的
に
困
難
で
あ
る
こ
と
」
が
要
件
と
な
る
（
刑
訴

四
〇
六
条
）。
裁
判
官
が
延
長
請
求
を
却
下
す
る
場
合
に
は
、
検
察
官
は
公
訴
提
起
を
行
な
う
か
、
不
起
訴
処
分
を
請
求
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

刑
訴
法
は
、
こ
の
予
備
捜
査
延
長
手
続
に
も
、
本
人
が
予
め
通
知
を
受
け
た
い
旨
の
請
求
を
行
う
場
合
に
限
っ
て
で
は
あ
る（
１３７
）

が
、
一

定
の
範
囲
で
「
犯
罪
被
害
者
」
の
関
与
を
認
め
て
い
る
（
刑
訴
四
〇
六
条
三
項
、
五
項
）。

す
な
わ
ち
、
予
備
捜
査
裁
判
官
は
、
検
察
官
に
よ
る
延
長
請
求
に
つ
い
て
（
請
求
の
際
に
は
、
対
象
と
な
る
犯
罪
お
よ
び
延
長
の
理

由
が
示
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）、
被
疑
者
お
よ
び
予
め
通
知
を
受
け
た
い
旨
の
請
求
を
し
て
い
た
「
犯
罪
被
害
者
」
に
通
知
す
る

が
、
そ
の
際
に
は
、
五
日
間
以
内
に
裁
判
官
に
上
申
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
の
告
知
も
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
裁
判

官
は
、
上
申
書
の
提
出
期
間
経
過
後
、
書
面
審
理
に
よ
っ
て
延
長
請
求
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
料
す
る
場
合
に
は
そ
の
ま
ま
延

長
決
定
を
行
な
う（
１３８
）

が
、
そ
う
で
な
い
場
合
に
は
、
上
申
書
の
提
出
期
限
か
ら
一
〇
日
以
内
に
審
理
期
日
を
指
定
し
、
こ
れ
を
検
察
官
、

被
疑
者
お
よ
び「
犯
罪
被
害
者
」に
通
知
す
る
。
こ
の
審
理
は
、
通
知
を
受
け
た
関
係
者
の
参
加
の
も
と
で
、
非
公
開
で
行
わ
れ（
１３９
）

る
。
そ

の
結
果
な
さ
れ
た
延
長
請
求
を
認
容
ま
た
は
却
下
す
る
決
定
は
、
検
察
官
お
よ
び
被
疑
者
だ
け
で
な
く
「
犯
罪
被
害
者
」
に
も
通
知
さ

れ
る
。
こ
の
決
定
に
対
し
て
「
犯
罪
被
害
者
」
が
破
棄
院
へ
の
不
服
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
争
い
が
あ

（
１４０
）

る
。
な
お
、
以
上
の
手
続
は
、
刑
訴
法
五
一
条
三
項
の
二
が
列
挙
す
る
強
盗
目
的
監
禁
罪
、
マ
フ
ィ
ア
型
組
織
犯
罪
、
テ
ロ
関
連
犯
罪

お
よ
び
薬
物
に
関
す
る
組
織
犯
罪
等
に
対
す
る
手
続
に
は
妥
当
し
な
い
。
こ
れ
ら
の
犯
罪
に
関
し
て
は
、
裁
判
官
は
、
延
長
請
求
を
認

論 説

（阪大法学）５３（６―１２）１４００〔２００４．３〕



め
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
書
面
審
理
に
よ
り
決
定
を
行
な
い
、
そ
の
通
知
も
検
察
官
に
対
し
て
し
か
行
わ
れ
な
い
の
で
あ
る
（
刑
訴

四
〇
六
条
五
項
の（
１４１
）

二
）。

�

検
察
官
に
よ
る
刑
事
訴
権
行
使
・
不
行
使
の
決
定
段
階
に
お
け
る
「
犯
罪
被
害
者
」
の
権
利
・
資
格

現
行
イ
タ
リ
ア
共
和
国
憲
法
一
一
二
条
は
、「
検
察
官
は
刑
事
訴
権
を
行
使
す
る
義
務
を
負
う
」
と
し
、
刑
事
手
続
に
お
い
て
い
わ

ゆ
る
起
訴
法
定
主
義
を
採
用
す
る
こ
と
を
要
請
し
て
い
る
。
こ
れ
を
受
け
て
、
刑
訴
法
五
〇
条
は
、「
検
察
官
は
、
不
起
訴
処
分
の
請

求
の
た
め
の
要
件
が
整
わ
な
い
場
合
に
は
、
刑
事
訴
権
を
行
使
す
る
（
一
項
）」、「
刑
事
訴
権
の
行
使
は
、
法
律
に
明
文
で
定
め
ら
れ

た
場
合
に
の
み
、
停
止
ま
た
は
中
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
二
項
）」
と
定
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
刑
訴
法
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
を
実

効
的
な
も
の
と
す
る
た
め
、
刑
事
訴
権
の
運
用
を
検
察
官
の
専
断
に
任
せ
ず
、
裁
判
官
に
よ
る
審
査
を
は
じ
め
と
し
て
、
様
々
な
形
の

統
制
に
服
せ
し
め
て
い
る
。「
犯
罪
被
害
者
」
に
も
、
こ
の
よ
う
な
検
察
官
の
刑
事
訴
権
の
運
用
に
対
す
る
統
制
に
一
定
の
範
囲
で
関

与
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

�

検
察
官
に
よ
る
不
起
訴
処
分
の
請
求
に
対
す
る
司
法
的
統
制
へ
の
関
与

検
察
官
は
、
犯
罪
情
報
に
理
由
が
な
い
と
思
料
す
る

場
（
１４２
）

合
、
訴
訟
条
件
（
例
え
ば
、
親
告
罪
に
お
け
る
告
訴
）
が
欠
け
る
場
合
、
犯
罪
消
滅
事
由
（
例
え
ば
、
時
効
の
完
成
）
が
あ
る
場
合

も
し
く
は
事
実
が
法
律
に
よ
り
犯
罪
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
な
い
場
合
、
ま
た
は
捜
査
期
間
内
に
被
疑
者
が
特
定
さ
れ
ず
、
捜
査
の
続

行
が
請
求
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
予
備
捜
査
裁
判
官
に
不
起
訴
処
分
の
請
求
を
行
な
う
と
と
も
に
、
関
係
資
料
を
送
致
す
る
（
刑
訴
四

〇
八
条
一
項
、
四
一
一
条
、
四
一
五
条
）。
請
求
を
受
け
た
予
備
捜
査
裁
判
官
は
、
そ
の
理
由
の
有
無
を
提
出
資
料
を
も
と
に
審
査
す

る
。
刑
訴
法
は
、
こ
の
「
不
起
訴
処
分
」
の
手
続
へ
の
「
犯
罪
被
害
者
」
の
関
与
を
比
較
的
広
い
範
囲
で
認
め
て
い（
１４３
）

る
。

す
な
わ
ち
、
検
察
官
は
、
不
起
訴
処
分
の
請
求
を
行
な
う
際
に
は
、
予
め
通
知
を
受
け
た
い
旨
の
請
求
を
し
て
い
た「
犯
罪
被
害
者
」

に
対
し（
１４４
）

て
、
そ
の
旨
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
際
に
は
、
一
〇
日
以
内
に
記
録
（
不
起
訴
処
分
請
求
書
お
よ
び
す
べ
て
の
捜
査
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書
類
を
含
む
検
察
官
資
料
綴
）
を
閲
覧（
１４５
）

し
、
理
由
を
付
し
て
予
備
捜
査
の
続
行
を
請
求
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
異
議
を
申
し
立
て
る
こ
と

が
で
き（
１４６
）

る
旨
の
告
知
も
な
さ
れ
る
（
刑
訴
四
〇
八
条
二
項
・
三（
１４７
）

項
）。「
犯
罪
被
害
者
」
は
、
予
備
捜
査
の
続
行
を
請
求
す
る
こ
と
に
よ

り
異
議
を
申
し
立
て
る
場
合
に
は
、「
追
加
捜
査
の
対
象
お
よ
び
関
連
証
拠
を
指
摘
」
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
刑
訴
四
一
〇
条
一

（
１４８
）

項
）。
反
対
に
、「
犯
罪
被
害
者
」
か
ら
の
異
議
申
立
が
な
い
場
合
、
ま
た
は
、
異
議
申
立
が
適
法
に
な
さ
れ（
１４９
）

ず
、
裁
判
官
が
こ
れ
を
却

下
す
る
場
合
に
は
、
裁
判
官
は
請
求
に
つ
き
書
面
に
基
づ
い
て
審
査
し
、
そ
の
結
果
、
犯
罪
情
報
に
根
拠
が
な
い
と
判
断
し
、
不
起
訴

処
分
請
求
に
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
は
、
理
由
を
付
し
た
命
令
に
よ
り
不
起
訴
の
決
定
を
す
る
と
同
時
に
、
記
録
を
検
察
官
に

返
却
す
る
こ
と
に
な
る
（
刑
訴
四
〇
九
条
一
項
、
四
一
〇
条
二（
１５０
）

項
）。

「
犯
罪
被
害
者
」
か
ら
の
適
法
な
異
議
申
立
が
あ
る
場
合
、
あ
る
い
は
、
異
議
申
立
が
な
く
て
も
不
起
訴
処
分
の
請
求
を
認
め
な
い

場
合
に
は
、
裁
判
官
は
、
検
察
官
、
被
疑
者
の
弁
護
人
、「
犯
罪
被
害
者
」
の
弁
護
人
が
参
加
す
る
審
議
室
で
の
非
公
開
の
審
理
の
期

日
を
指
定
し
、
そ
れ
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な（
１５１
）

い
。
こ
の
場
合
に
は
、
被
疑
者
の
弁
護
人
お
よ
び
「
犯
罪
被
害
者
」
の
弁
護
人
は
、

裁
判
所
の
事
務
局
に
お
い
て
、
審
理
の
期
日
ま
で
捜
査
資
料
を
閲
覧
・
謄
写
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
刑
訴
四
〇
九
条
二
項
、
四
一
〇
条

三（
１５２
）

項
）。
ま
た
、「
犯
罪
被
害
者
」
お
よ
び
そ
の
弁
護
人
は
、
審
理
期
日
の
五
日
前
ま
で
に
、
上
申
書
お
よ
び
証
拠
を
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
る
（
刑
訴
九
〇
条
一
項
、
一
二
七
条
、
三
六
七
条
、
刑
訴
施
行
法
三
八
条
二
項
の
二
）。
審
理
期
日
に
お
い
て
、「
犯
罪
被
害
者
」

は
、
聴
聞
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
（
刑
訴
一
二
七
条
、
四
〇
九
条
二
項
、
四
一
〇
条
三
項
）。

審
理
の
結
果
、
裁
判
官
に
は
三
つ
の
選
択
肢
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
�
裁
判
官
は
、
さ
ら
な
る
捜
査
が
必
要
で

あ
る
と
思
料
す
る
場
合
に
は
、
決
定
に
よ
り
、
捜
査
の
遂
行
に
必
要
不
可
欠
な
期
間
を
指
定
し
て
検
察
官
に
こ
れ
を
指
示
す
る
（
刑
訴

四
〇
九
条
四
項
）。
こ
の
場
合
に
は
、
検
察
官
は
捜
査
を
行
な
う
こ
と
を
義
務
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
も
っ
と
も
、
検
察
官
は
、

そ
の
具
体
的
な
展
開
方
法
の
選
択
に
つ
い
て
は
広
範
な
裁
量
を
も
ち
、
ま
た
、
捜
査
の
結
果
、
事
実
に
つ
い
て
の
評
価
を
変
更
し
、
公
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訴
を
提
起
す
る
こ
と
も
、
再
び
不
起
訴
処
分
を
請
求
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
後
者
の
場
合
に
つ
い
て
、
刑
訴
法
は
明
文
の
定
め
を
お
い

て
い
な
い
も
の
の
、
検
察
官
は
再
び
請
求
を
行
な
っ
た
旨
を
新
た
に
「
犯
罪
被
害
者
」
に
通
知
す
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

�
裁
判
官
は
、
検
察
官
の
請
求
を
認
容
し
、
不
起
訴
の
決
定
を
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
�
他
方
、
不
起
訴
処
分
の
請
求
を
認
め
な
い
と

き
に
は
、
裁
判
官
は
、
決
定
に
よ
り
、
検
察
官
に
一
〇
日
以
内
に
公
訴
を
提
起
す
る
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
場
合
に
は
、

公
訴
の
提
起
か
ら
二
日
以
内
に
予
備
審
理
の
期
日
が
指
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
刑
訴
四
〇
九
条
五（
１５３
）

項
）。
そ
の
際
、
裁
判
官
は
、

検
察
官
に
公
判
移
送
を
請
求
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
る
こ
と
ま
で
は
で
き
ず
（
公
判
移
送
請
求
は
数
あ
る
刑
事
訴
権
行
使
の
態
様
の
一

つ
に
す
ぎ
ず
、
検
察
官
は
そ
の
他
の
特
別
手
続
を
請
求
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
刑
事
訴
権
の
行
使
を
行
な
う
こ
と
も
可
能
で
あ
る
）、
ま

た
、
公
訴
事
実
の
内
容
を
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
不
起
訴
処
分
の
請
求
が
、
被
疑
者
が
特
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
理

由
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
審
理
の
結
果
、
被
疑
者
が
特
定
さ
れ
て
い
る
と
思
料
さ
れ
る
場
合
に
は
、
裁
判
官
は
、
そ
の
氏
名
を
犯
罪

情
報
記
録
に
記
載
す
る
よ
う
命
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
刑
訴
四
一
五
条
二
項
）。

な
お
、
裁
判
官
に
よ
り
不
起
訴
の
決
定
が
な
さ
れ
た
後
で
も
、
検
察
官
は
、
新
た
な
捜
査
の
必
要
性
を
理
由
と
し
て
、
捜
査
の
再
開

を
予
備
捜
査
裁
判
官
に
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
刑
訴
四
一
四
条
）。

�

法
院
検
事
長
（procu

ratore
gen

erale

）
へ
の
予
備
捜
査
の
移
管
（avocazion

e

）
を
請
求
す
る
資
格

刑
訴
法
は
、
検
察

官
に
よ
る
刑
事
訴
権
の
運
用
に
対
し
て
は
、
裁
判
官
に
よ
る
統
制
の
ほ
か
に
、
検
察
内
部
に
お
け
る
統
制
も
予
定
し
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
検
察
官
が
捜
査
期
間
内
に
刑
事
訴
権
を
行
使
せ
ず
、
ま
た
は
不
起
訴
処
分
の
請
求
を
し
な
い
場
合
に
は
、
控
訴
院
の
法
院
検
事
長

は
、
理
由
を
付
し
た
命
令
に
よ
り
、
当
該
事
件
に
つ
き
予
備
捜
査
の
移
管
を
行
い
、
み
ず
か
ら
捜
査
の
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
処
分
を

行
っ
た
う
え
で
、
三
〇
日
以
内
に
公
訴
の
提
起
又
は
不
起
訴
処
分
の
請
求
を
行
な
う
（
刑
訴
四
一
二
条
一
項
）。
ま
た
、
法
院
検
事
長

は
、
予
備
審
理
裁
判
官
か
ら
、
不
起
訴
処
分
請
求
に
対
す
る
審
議
室
で
の
審
理
が
行
な
わ
れ
る
場
合
に
は
、
そ
の
期
日
に
つ
い
て
の
通
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知
を
受
け
る
が
（
刑
訴
四
〇
九
条
三
項
）、
そ
の
後
に
、
予
備
捜
査
を
移
管
す
る
可
能
性
も
あ
る
（
刑
訴
四
一
二
条
二（
１５４
）

項
）。

刑
訴
法
は
、
こ
の
手
続
に
お
い
て
も
、「
犯
罪
被
害
者
」
の
関
与
を
認
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
被
疑
者
ま
た
は
「
犯
罪
被
害
者
」

は
、
予
備
捜
査
の
移
管
を
法
院
検
事
長
に
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
刑
訴
四
一
三
条
一
項
）。
法
院
検
事
長
は
、
請
求
を
認
め
る
場

合
に
は
、
当
該
事
件
の
予
備
捜
査
に
必
要
不
可
欠
な
処
分
を
行
な
っ
た
う
え
で
、
三
〇
日
以
内
に
公
訴
の
提
起
又
は
不
起
訴
処
分
の
請

求
を
予
備
捜
査
裁
判
官
に
対
し
て
行
な
う
こ
と
に
な
る
（
同
条
二
項
）。

�

予
備
審
理
（u

dien
za

prelim
in

are

）
期
日
の
通
知
を
受
け
る
権
利

予
備
審
理
と
は
、
検
察
官
の
公
判
移
送
請
求
の
適
法

性
と
理
由
に
対
す
る
裁
判（
１５５
）

官
に
よ
る
統
制
の
た
め
の
手
続
で
あ
る
。
予
備
審
理
に
お
い
て
は
対
審
構
造
が
と
ら
れ
、
裁
判
官
の
前
で
検

察
官
と
被
告
人
が
対
等
に
参
加
す
る
が
、
原
則
と
し
て
「
書
面
（allo

stato
degli

atti

）（
捜
査
資
料
）」
に
基
づ
い
て
（「
書
面
に

よ
る
対
審
（con

tradittorio
cartolare

）」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
あ
る
）、
非
公
開
の
「
審
議
室
（cam

era
dicon

siglio

）」
で
行
な

わ
れ
る
と
い
う
二
点
に
お
い
て
、
公
判
と
は
そ
の
基
本
的
性
質
を
異
に
し
て
い（
１５６
）

る
。
な
お
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
公
判
移
送
請
求
は
、

他
の
特
別
手
続
の
請
求
と
並
ん
で
、
刑
事
訴
権
行
使
の
一
態
様
で
あ
る
か
ら
、
予
備
審
理
以
降
、「
被
疑
者
（person

a
sottoposta

alle
in

dagin
i

prelim
in

ari

）」
は
「
被
告
人
（im

pu
tato

）」
へ
と
そ
の
手
続
上
の
身
分
を
変
え
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
当
事
者

に
は
、
予
備
審
理
の
間
に
後
述
の
「
簡
易
公
判
」
ま
た
は
「
当
事
者
の
請
求
に
基
づ
く
刑
の
適
用
」
等
の
特
別
手
続
を
選
択
す
る
こ
と

が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
、
同
手
続
に
は
、
副
次
的
に
は
、
特
別
手
続
へ
の
振
り
分
け
を
行
な
い
、
正
式
公
判
（giu

dizio

ordin
ario

）
の
負
担
を
軽
減
す
る
機
能
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

予
備
審
理
の
結
果
、
犯
罪
消
滅
事
由
の
存
在
も
し
く
は
訴
訟
条
件
の
欠
如
が
認
め
ら
れ
た
場
合
、
事
実
が
法
律
に
よ
り
犯
罪
と
し
て

定
め
ら
れ
て
い
な
い
場
合
、
事
実
が
存
在
し
な
い
こ
と
、
被
告
人
が
そ
れ
を
犯
し
て
い
な
い
こ
と
、
も
し
く
は
事
実
が
犯
罪
を
構
成
し

な
い
こ
と
が
判
明
し
た
場
合
、
ま
た
は
、
被
告
人
に
何
ら
か
の
不
可
罰
事
由
が
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
予
備
審
理
裁
判
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官
は
、
「
手
続
打
切
判
決
（sen

ten
za

di
n

on
lu

ogo
a

procedere

）」
を
言
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
刑
訴
四
二
五
条
一
項
）。

「
獲
得
さ
れ
た
証
拠
が
不
十
分
で
あ
る
か
、
相
矛
盾
す
る
場
合
、
ま
た
は
、
い
ず
れ
に
し
て
も
公
判
に
お
い
て
公
訴
を
維
持
す
る
に
適

さ
な
い
場
合
」
も
同
様
で
あ
る
（
刑
訴
四
二
五
条
三（
１５７
）

項
）。
反
対
に
、
こ
れ
ら
の
事
情
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
、
ま
た
は
認
め
ら
れ
る

と
し
て
も
、「
被
告
人
の
放
免
の
結
果
、
没
収
以
外
の
保
安
処
分
（m

isu
ra

di
sicu

rezza

）
が
適
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

料
す
る
場
合
」
に
は
、「
公
判
開
始
命
令
（decreto

ch
e

dispon
e

il
giu

dizio

）」
が
言
渡
さ
れ
、
事
件
は
公
判
に
付
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
（
刑
訴
四
二
九
条
）。

「
犯
罪
被
害
者
」
に
、
予
備
審
理
へ
の
直
接
の
参
加
が
認
め
ら
れ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
争
い
が
あ
る（
１５８
）

が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
予

備
審
理
は
、「
民
事
当
事
者
」
の
構
成
が
は
じ
め
て
可
能
と
な
る
手
続
段
階
と
し
て
（「
民
事
当
事
者
」
の
予
備
審
理
へ
の
参
加
態
様
に

つ
い
て
は
後
述
す
る
）、
大
多
数
の
「
犯
罪
被
害
者
」
に
と
っ
て
も
重
要
な
意
味
を
も
つ
。
刑
事
上
の
「
犯
罪
被
害
者
」
は
、
事
実
上
、

「
民
事
上
の
被
害
者
」
と
し
て
の
地
位
を
兼
ね
る
こ
と
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。
刑
訴
法
四
一
九
条
一
項
は
、
予
備
審
理
裁
判
官
に
、
予

備
審
理
の
期
日
お
よ
び
場
所
の
通
知
を
、
検
察
官
お
よ
び
被
告
人
に
対
し
て
だ
け
で
な
く
、「
犯
罪
被
害
者
」
に
対
し
て
も
行
な
う
こ

と
を
義
務
づ
け
て
お（
１５９
）

り
、
ま
た
、
刑
訴
施
行
法
一
三
一
条
は
、「
犯
罪
被
害
者
」
に
、
犯
罪
情
報
登
録
、
公
判
開
始
請
求
の
前
後
を
問

わ
ず
行
わ
れ
た
捜
査
に
関
す
る
資
料
、
予
備
捜
査
裁
判
官
の
面
前
で
行
な
わ
れ
た
行
為
に
関
す
る
調
書
、
犯
罪
組
成
物
お
よ
び
犯
罪
関

連
物
の
閲
覧
・
謄
写
を
認
め
て
い
る
が
、
通
説
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
諸
規
定
の
趣
旨
は
、
主
と
し
て
刑
事
上
の
「
犯
罪
被
害
者
」
に
、

民
事
当
事
者
を
構
成
す
る
か
否
か
の
判
断
を
促
し
、
そ
の
準
備
の
便
宜
を
は
か
る
こ
と
に
あ
る
と
さ
れ（
１６０
）

る
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
に
対
し

て
は
、「
犯
罪
被
害
者
」
に
は
、
民
事
当
事
者
を
構
成
す
る
と
し
な
い
と
に
か
か
わ
ら
ず
、
予
備
審
理
段
階
に
お
い
て
も
、
刑
訴
法
九

〇
条
に
よ
る
「
上
申
書
の
提
出
」
と
「
証
拠
の
指
摘
」
を
行
う
「
資
格
」
が
認
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
期
日
お
よ
び
場

所
の
通
知
が
、
そ
の
「
資
格
」
行
使
の
た
め
に
も
つ
意
味
も
、
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
の
指
摘
も
あ（
１６１
）

る
。
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な
お
、
予
備
審
理
終
結
時
に
は
、
当
該
事
件
に
つ
い
て
の
捜
査
お
よ
び
予
備
審
理
に
関
す
る
す
べ
て
の
資
料
が
「
検
察
官
資
料
綴
」

に
編
綴
さ
れ
、
訴
訟
当
事
者
の
弁
護
人
に
は
こ
れ
を
閲
覧
・
謄
写
す
る
権
利
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
が
（
刑
訴
四
三
三（
１６２
）

条
）、
同

様
の
権
利
が
「
犯
罪
被
害
者
」
の
弁
護
人
に
も
認
め
ら
れ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
争
い
が
あ（
１６３
）

る
。

�

公
判
（giu

dizio

）
段
階
に
お
け
る
「
犯
罪
被
害
者
」
の
権
利
・
資
格

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
公
判
段
階
に
お
い
て
は
、「
犯
罪
被
害
者
」
に
は
、
原
則
と
し
て
、
刑
訴
法
九
〇
条
に
定
め
る
「
上
申
書
の

提
出
」
と
「
証
拠
の
指
摘
」
が
許
さ
れ
る
の
み
で
あ
り
、
そ
の
関
与
・
参
加
は
消
極
的
な
も
の
に
と
ど
ま
る
こ
と
に
な（
１６４
）

る
。

�

公
判
開
始
命
令
の
送
達
、
公
判
期
日
・
場
所
の
告
知
を
受
け
る
権
利

刑
訴
法
四
二
九
条
四
項
は
、
予
備
審
理
裁
判
官
に
よ
る

公
判
開
始
命
令
（
同
命
令
に
は
、
第
一
回
公
判
の
期
日
お
よ
び
場
所
も
記
載
さ
れ
る
）
は
、
第
一
回
公
判
期
日
の
二
〇
日
前
ま
で
に
、

民
事
当
事
者
を
構
成
し
て
予
備
審
理
に
出
席
し
て
い
な
い
「
犯
罪
被
害
者
」
に
も
送
達
さ
れ
る
旨
定
め
て
い（
１６５
）

る
。
ま
た
、
地
裁
お
よ
び

重
罪
院
は
、
第
一
回
公
判
期
日
を
繰
り
上
げ
ま
た
は
延
期
す
る
場
合
に
は
、
新
た
な
期
日
の
七
日
前
ま
で
に
、
そ
の
旨「
犯
罪
被
害
者
」

に
も
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
刑
訴
四
六
五
条
二
項
）。
こ
れ
ら
の
通
知
を
受
け
る
権
利
を
認
め
る
趣
旨
も
、
基
本
的
に
は
、
刑

事
上
の
「
犯
罪
被
害
者
」
に
、
民
事
当
事
者
を
構
成
す
る
か
否
か
の
判
断
を
促
し
、
そ
の
準
備
の
便
宜
を
は
か
る
こ
と
に
あ
る
と
さ
れ

（
１６６
）

る
。
な
お
、
公
判
審
理
の
進
行
中
に
、
刑
訴
法
五
一
六
条
、
五
一
七
条
お
よ
び
五
一
八
条
に
よ
る
公
訴
事
実
変
更
の
手
続
が
行
わ
れ
る

際
に
は
、「
犯
罪
被
害
者
」
も
公
判
に
召
喚
さ
れ
る
（
刑
訴
五
一
九
条
三（
１６７
）

項
）。

�

公
判
開
始
命
令
か
ら
証
拠
調
べ
開
始
ま
で
の
期
間
の
緊
急
の
証
拠
調
べ
に
関
す
る
通
知
を
受
け
る
権
利

刑
訴
法
四
六
七
条
は
、

公
判
開
始
命
令
の
言
渡
し
か
ら
実
質
的
に
証
拠
調
べ
が
開
始
さ
れ
る
ま
で
の
期
間
に
お
い
て
、
当
事
者
の
請
求
に
よ
っ
て
、
延
期
不
能

な
証
拠
の
取
調
べ
を
「
緊
急
行
為
（atti

u
rgen

ti

）」
と
し
て
行
な
う
こ
と
を
裁
判
所
に
認
め
て
い
る
。
こ
の
「
緊
急
行
為
」
の
要
件

お
よ
び
手
続
は
、
前
述
の
証
拠
保
全
手
続
に
準
ず
る
。
そ
の
期
日
・
場
所
は
、
二
四
時
間
前
ま
で
に
「
犯
罪
被
害
者
」
に
も
通
知
さ
れ
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な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
刑
訴
四
六
七
条
二
項
）。

�

公
判
に
お
け
る
証
人
尋
問
中
に
質
問
を
示
唆
す
る
権
利
（
犯
罪
に
よ
り
侵
害
さ
れ
た
法
益
を
代
表
す
る
社
団
・
協
会
の
み
）

犯
罪
に
よ
り
侵
害
さ
れ
た
法
益
を
代
表
す
る
社
団
お
よ
び
協
会
は
、
裁
判
長
に
、
尋
問
を
受
け
て
い
る
証
人
、
鑑
定
人
、
技
術
的
補
助

者
お
よ
び
私
人
当
事
者
に
対
し
て
質
問
を
行
な
う
よ
う
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
事
実
の
認
定
の
た
め
に
必
要
な
新
た
な
証

拠
の
取
調
べ
を
裁
判
所
に
請
求
す
る
こ
と
も
で
き
る
（
刑
訴
五
〇
五
条
）。
さ
ら
に
、
同
主
体
に
は
、
公
判
で
使
用
可
能
な
書
証
の
朗

読
ま
た
は
そ
の
摘
示
を
請
求
す
る
権
利
も
認
め
ら
れ
て
い
る
（
刑
訴
五
一
一
条
六
項
）。

判
例
・
通
説
は
、
こ
れ
ら
の
権
利
は
、「
犯
罪
に
よ
り
侵
害
さ
れ
た
法
益
を
代
表
す
る
社
団
・
協
会
」
に
限
っ
て
認
め
ら
れ
て
お
り
、

一
般
の
「
犯
罪
被
害
者
」
に
は
認
め
ら
れ
な
い
と
す（
１６８
）

る
。
こ
れ
は
、「
犯
罪
に
よ
り
侵
害
さ
れ
た
法
益
を
代
表
す
る
社
団
・
協
会
」
に

は
、
民
事
当
事
者
を
構
成
し
て
公
判
審
理
に
参
加
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
刑
事
上
の
「
犯
罪
被
害
者
」
と
し
て
直
接
に

公
判
に
参
加
す
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
れ
を
補
う
こ
と
に
同
制
度
の
趣
旨
を
求
め
る
こ
と
の
帰
結
で
あ（
１６９
）

る
。
こ
の
見
解
に

よ
れ
ば
、
公
判
で
の
証
拠
調
べ
に
お
い
て
は
、
一
般
の
「
犯
罪
被
害
者
」
に
は
、
刑
訴
法
九
〇
条
に
よ
り
、
裁
判
所
に
「
証
拠
を
指
摘
」

す
る
一
般
的
な
資
格
が
認
め
ら
れ
る
に
と
ど
ま
る
こ
と
に
な
る
。

�

検
察
官
に
上
訴
を
申
し
立
て
る
よ
う
促
す
権
利

刑
訴
法
五
七
二
条
は
、
民
事
当
事
者
お
よ
び
「
犯
罪
被
害
者
」
は
、
検
察
官

に
対
し
て
、
す
べ
て
の
刑
事
上
の
問
題
に
つ
い
て
上
訴
を
申
し
立
て
る
よ
う
、
理
由
を
付
し
て
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
定
め
て
い

る
（
一
項
）。
検
察
官
が
、
こ
の
請
求
を
却
下
す
る
に
は
、
理
由
を
付
し
た
命
令
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
同
命
令
は
請
求
人
に
送

達
さ
れ
る
（
二
項
）。
な
お
、
控
訴
審
お
よ
び
上
告
審
の
公
判
期
日
・
場
所
に
関
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
二
〇
日
前
お
よ
び
三
〇
日

前
ま
で
に
「
犯
罪
被
害
者
」
の
弁
護
人
に
も
通
知
さ
れ
る
（
刑
訴
六
〇
一
条
五
項
、
六
一
〇
条
五（
１７０
）

項
）。

�

特
別
手
続
に
お
け
る
「
犯
罪
被
害
者
」
の
関
与
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イ
タ
リ
ア
刑
訴
法
は
、
正
式
公
判
手
続
以
外
に
、
い
く
つ
か
の
簡
易
化
さ
れ
た
手
続
を
用
意
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
同
法
第
六
編

は
、
簡
易
公
判
（giu

dizio
abbreviato

）、
当
事
者
の
請
求
に
基
づ
く
刑
の
適
用
（applicazion

e
della

pen
a

su
rich

iesta
delle

parti
）、
直
行
公
判
（giu

dizio
direttissim

o

）、
直
接
公
判
（giu

dizio
im

m
ediato

）、
略
式
命
令
（procedim

en
to

per

decreto
）
の
五
つ
の
「
特
別
手
続
（procedim

en
tispeciali

）」
に
関
す
る
定
め
を
お
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

上
述
の
よ
う
に
、
特
別
手
続
の
請
求
も
、
正
式
公
判
請
求
と
同
様
、
刑
事
訴
権
の
行
使
の
一
形
態
で
あ
る
か
ら
（
刑
訴
四
〇
五
条
）、

そ
の
後
は
基
本
的
に
は
民
事
当
事
者
の
関
与
が
問
題
と
な
り
、
刑
事
上
の
「
犯
罪
被
害
者
」
に
は
、
原
則
と
し
て
、
刑
訴
法
九
〇
条
に

定
め
る
「
上
申
書
の
提
出
」
と
「
証
拠
の
指
摘
」
の
資
格
、
そ
し
て
、
同
資
格
の
行
使
お
よ
び
民
事
当
事
者
の
構
成
を
促
す
た
め
に
、

期
日
等
に
関
す
る
通
知
を
受
け
る
権
利
・
資
格
が
認
め
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
権
利
・
資
格
の
内
容
お
よ
び

各
手
続
へ
の
「
犯
罪
被
害
者
」
の
関
与
形
態
に
つ
い
て
は
、
次
節
に
お
い
て
、
民
事
当
事
者
の
関
与
・
参
加
に
つ
い
て
の
説
明
に
必
要

な
範
囲
で
扱
う
こ
と
に
す
る
。

�

治
安
判
事
に
よ
る
刑
事
手
続
に
お
け
る
「
犯
罪
被
害
者
」
の
関
与

「
犯
罪
被
害
者
」
の
刑
事
手
続
へ
の
関
与
の
あ
り
方
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
は
、
二
〇
〇
〇
年
八
月
二
八
日
の
委
任
立
法
令
第
二
七

四
号
（
以
下
、「
刑
事
治
安
判
事
法
」
と
呼
ぶ
）
に
よ
り
導
入
さ
れ
た
治
安
判
事
（giu

dice
di

pace

）
に
よ
る
刑
事
手（
１７１
）

続
が
も
つ
意

味
も
軽
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

治
安
判
事
は
、
司
法
官
（m

agistrato

）
で
は
な
く
、
法
学
士
（lau

rea
in

giu
rispru

den
za

）
の
学
位
を
も
つ
一
般
市
民
か
ら

公
募
さ
れ
る
「
名
誉
裁
判
官
（giu

dice
on

orario

）」
で
あ（
１７２
）

る
。
治
安
判
事
は
、
刑
事
の
分
野
で
は
、
暴
行
、
軽
傷
害
、
侮
辱
、
名
誉

毀
損
、
単
純
脅
迫
、
軽
窃
盗
な
ど
一
定
の
軽
微
で
か
つ
類
型
的
に
認
定
の
容
易
な
犯
罪
を
管
轄
し
（
刑
事
治
安
判
事
法
四
条
）、
有
罪

の
場
合
に
科
す
こ
と
の
で
き
る
制
裁
も
、
原
則
と
し
て
、
金
銭
刑
（
罰
金
ま
た
は
科
料
）、
週
末
の
自
宅
謹
慎
（obbligo

di
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perm
an

en
za

）
ま
た
は
公
益
作
業
へ
の
従
事
（lavoro

dipu
bblica

u
tilità

）
に
限
定
さ
れ
、
自
由
刑
を
言
渡
す
こ
と
は
で
き
な
い

（
刑
事
治
安
判
事
第
七
章
）。

治
安
判
事
に
よ
る
刑
事
手
続
の
特
徴
は
、
そ
の
簡
易
性
に
加
え
て
、
加
害
者
と
被
害
者
の
間
の
和
解
が
他
の
す
べ
て
の
解
決
に
優
先

さ
れ
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る（
刑
事
治
安
判
事
法
二
条
二
項
は
、「
治
安
判
事
は
、で
き
る
限
り
、当
事
者
間
の
和
解（con

ciliazion
e

）

を
優
先
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
定
め
る
）。
そ
の
た
め
、
同
手
続
に
お
い
て
は
、「
犯
罪
被
害
者
」
に
通
常
の
手
続
に
お
け
る
よ
り

も
重
要
な
役
割
が
付
与
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
治
安
判
事
に
よ
る
刑
事
手
続
に
お
い
て
は
、「
犯
罪
被
害
者
」
に
は
、
予

備
捜
査
の
過
程
に
お
け
る
証
拠
保
全
類
似
の
制
度
（
刑
事
治
安
判
事
一
八（
１７３
）

条
）
へ
の
参
加
や
、
検
察
官
に
よ
る
不
起
訴
処
分
の
請
求
に

対
す
る
司
法
的
統
制
へ
の
関
与
（
刑
事
治
安
判
事
一
七（
１７４
）

条
）
等
、
通
常
の
手
続
の
場
合
と
基
本
的
に
同
様
の
関
与
・
参
加
が
認
め
ら
れ

る
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
、
次
の
よ
う
な
よ
り
積
極
的
な
手
続
へ
の
関
与
が
認
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
同
手
続
に
お
い
て
は
、
親
告
罪
（reati

persegu
ibili

a
qu

erela

）
に
限
っ
て
で
あ
る
が
、
刑
事
訴
権
の
行
使
・
不
行
使

の
決
定
が
、
直
接
「
犯
罪
被
害
者
」
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
刑
事
治
安
判
事
法
二
一
条
に
よ
れ
ば
、
治
安
判
事
が
管
轄
す

る
す
べ
て
の
親
告
罪
に
つ
い
て
、「
犯
罪
被
害
者
」
は
、
被
告
人
の
「
召
喚
（citazion

e
a

giu
dizio

）」
を
、
治
安
判
事
に
請
求
す
る

こ
と
が
で
き（
１７５
）

る
。
こ
れ
は
、
被
害
者
自
ら
が
当
該
刑
事
事
件
の
審
判
を
治
安
判
事
に
直
接
請
求
す
る
こ
と
を
意
味
し
、
そ
の
限
り
で
被

害
者
に
「
私
的
刑
事
訴
権
（azion

e
pen

ale
privata

）」
ま
た
は
「
刑
事
訴
権
の
私
人
に
よ
る
行
使
（esercizio

privato

dell’azion
e

pen
ale

）」
を
認
め
た
も
の
と
理
解
さ
れ
て
い（
１７６
）

る
。
た
し
か
に
、
こ
の
場
合
に
も
、「
犯
罪
被
害
者
」
は
、
被
告
人
の
召

喚
請
求
書
を
治
安
判
事
に
提
出
す
る
前
に
、
そ
の
謄
本
を
検
察
官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
（
刑
事
治
安
判
事
二
二
条
一
項
）、
こ

れ
を
受
け
た
検
察
官
は
、
請
求
の
手
続
的
要
件
を
確
認
し
、
記
載
さ
れ
た
公
訴
事
実
の
訂
正
お
よ
び
修
正
を
行
な
う
も
の
と
さ
れ
て
は

い
る
が
（
刑
事
治
安
判
事
二
二
条
）、
こ
れ
は
も
っ
ぱ
ら
技
術
的
な
観
点
か
ら
の
審
査
で
あ
り
、
た
と
え
ば
、
検
察
官
は
「
犯
罪
被
害

イタリア刑事手続における犯罪「被害者」の地位について（二）
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者
」
が
提
示
し
た
公
訴
事
実
を
変
更
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
お
、「
犯
罪
被
害
者
」
は
、
被
告
人
の
召
喚
請
求
と
あ
わ
せ
て
被
告

人
に
対
す
る
民
事
上
の
損
害
の
賠
償
ま
た
は
原
状
回
復
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
場
合
に
は
、
自
動
的
に
民
事
当
事
者
の
構
成

が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
（
刑
事
治
安
判
事
二
三
条
）。

「
犯
罪
被
害
者
」
に
よ
る
被
告
人
の
召
喚
請
求
が
あ
っ
た
場
合
、
治
安
判
事
は
、「
出
頭
期
日
（u

dien
za

di
com

parizion
e

）」

（
通
常
手
続
の
予
備
審
理
に
相
当
す
る
手
続
で
あ（
１７７
）

る
）
に
お
い
て
、
被
告
人
と
「
犯
罪
被
害
者
」
の
間
の
和
解
を
促
し
、
そ
の
た
め
に

必
要
で
あ
れ
ば
、
出
頭
期
日
を
最
大
二
ヶ
月
間
停
止
し
、
ま
た
、
公
的
ま
た
は
私
的
な
施
設
の
調
停
活
動
（attività

di

m
ediazion

e

）
を
利
用
す
る
こ
と
も
で
き
る
（
刑
事
治
安
判
事
法
二
九
条
四（
１７８
）

項
）。
そ
の
結
果
、「
犯
罪
被
害
者
」
と
被
告
人
の
間
に

和
解
が
成
立
し
た
場
合
に
は
、
和
解
に
関
す
る
調
書
が
作
成
さ
れ
、
告
訴
が
取
下
げ
ら
れ
る
（
刑
事
治
安
判
事
法
二
九
条
五
項
）。

さ
ら
に
、
親
告
罪
に
限
ら
ず
、
治
安
判
事
が
管
轄
す
る
す
べ
て
の
犯
罪
に
妥
当
す
る
「
犯
罪
被
害
者
」
の
手
続
関
与
・
参
加
と
い
う

点
で
特
に
重
要
な
も
の
と
し
て
、
刑
事
治
安
判
事
法
第
五
章
（capo

V

）
に
定
め
ら
れ
て
い
る
諸
制
度
、
す
な
わ
ち
、
�
犯
罪
事
実

の
軽
微
性
を
理
由
と
し
て
手
続
を
打
ち
切
る
制
度
、
お
よ
び
、
�
被
告
人
が
時
機
に
応
じ
た
損
害
賠
償
・
回
復
活
動
を
行
な
っ
た
場
合

に
、
犯
罪
の
消
滅
を
言
渡
し
て
手
続
を
打
ち
切
る
制
度
が
挙
げ
ら
れ
る
。

�
は
、
事
実
の
「
特
別
な
軽
微
性
（particolare

ten
u

ità

）」
を
理
由
と
し
て
、
手
続
を
打
ち
切
る
と
い
う
制
度
で
あ
る
。「
特
別

な
軽
微
性
」
の
判
断
基
準
に
つ
い
て
、
刑
事
治
安
判
事
法
三
四
条
一
項
は
、「
そ
の
後
の
手
続
の
進
展
が
被
疑
者
ま
た
は
被
告
人
の
就

労
、
就
学
、
家
庭
ま
た
は
健
康
上
の
要
求
に
も
た
ら
す
損
害
も
考
慮
し
つ
つ
、
保
護
さ
れ
る
利
益
と
の
比
較
に
お
い
て
、
そ
れ
に
よ
っ

て
引
き
起
こ
さ
れ
た
侵
害
ま
た
は
危
険
の
僅
少
性
、
偶
発
性
お
よ
び
責
任
の
程
度
に
よ
っ
て
刑
事
訴
権
の
行
使
が
正
当
化
さ
れ
な
い
場

合
に
は
、
事
実
は
特
に
軽
微
な
も
の
と
さ
れ
る
」
と
し
て
い
る
。「
特
別
な
軽
微
性
を
理
由
と
す
る
手
続
打
切
」
の
制
度
は
、
公
訴
提

起
の
前
後
を
問
わ
ず
利
用
可
能
で
あ
る
。
予
備
捜
査
の
過
程
で
こ
の
制
度
が
利
用
さ
れ
る
場
合
は
、「
犯
罪
被
害
者
」
に
手
続
続
行
の
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利
益
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
を
要
件
と
し
て
、
不
起
訴
処
分
に
よ
っ
て
手
続
が
打
ち
切
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
起
訴
後
は
、
被
告

人
お
よ
び
「
犯
罪
被
害
者
」
の
異
議
申
立
が
な
い
こ
と
を
要
件
と
し
て
、
釈
放
判
決
に
よ
っ
て
手
続
が
打
ち
切
ら
れ
る
こ
と
に
な
る

（
刑
事
治
安
判
事
三
四
条
二
項
・
三
項
）。

他
方
、
�
は
、
治
安
判
事
が
、
犯
罪
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
の
賠
償
や
原
状
回
復
、
そ
し
て
犯
罪
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
や
危
険
の

結
果
の
除
去
等
の
被
告
人
の
犯
行
後
の
態
度
を
考
慮
し
て
、
手
続
を
打
ち
切
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
刑
事
治
安
判
事
法

三
五
条
は
、
治
安
判
事
は
、「
被
告
人
が
出
頭
期
日
前
に
、
損
害
の
賠
償
ま
た
は
原
状
回
復
に
よ
り
犯
罪
か
ら
生
じ
た
損
害
の
修
復
を

行
な
い
、
犯
罪
に
よ
る
損
害
や
危
険
の
結
果
を
除
去
し
た
こ
と
を
証
明
し
た
場
合
に
は
（
一
項
）」、
そ
れ
が
、「
犯
罪
に
対
す
る
非
難

（riprovazion
e

）
お
よ
び
予
防
（preven
zion

e

）
の
要
請
を
充
た
す
に
適
す
る
も
の
で
あ
る
と
き
に
か
ぎ
り
（
二
項
）」、
当
事
者

お
よ
び
「
犯
罪
被
害
者
」
の
意
見
を
聞
い
た
う
え
で
、
犯
罪
の
消
滅
（estin

zion
e

delreato

）
を
判
決
に
よ
っ
て
言
渡
す
も
の
と
し

て
い
る
。
さ
ら
に
、
出
頭
期
日
中
に
お
い
て
も
、
被
告
人
が
損
害
の
賠
償
お
よ
び
修
復
活
動
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
旨
申
立
て
、
か

つ
そ
れ
以
前
に
は
同
活
動
を
行
な
う
こ
と
が
不
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
場
合
に
は
、
治
安
判
事
は
、
三
ヶ
月
以
内
の
期
間
の

手
続
の
停
止
を
命
じ
、
司
法
警
察
職
員
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に
、
実
際
に
損
害
の
賠
償
・
修
復
活
動
が
行

な
わ
れ
た
か
否
か
を
確
認
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
損
害
の
賠
償
・
修
復
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
場
合
に
は
、
治
安
判
事

は
新
た
な
出
頭
期
日
を
指
定
し
て
、
犯
罪
消
滅
の
言
い
渡
し
を
す
る
（
刑
事
治
安
判
事
三
五
条
三
項
な
い
し
五
項
）。

こ
こ
で
は
、
修
復
的
司
法
的
な
発
想
に
基
づ
い
て
、「
犯
罪
被
害
者
」
に
、
そ
の
充
足
が
国
家
に
よ
る
刑
罰
権
の
放
棄
を
正
当
化
す

る
ほ
ど
の
利
益
の
帰
属
主
体
と
し
て
、
刑
事
手
続
上
、
決
定
的
な
役
割
を
与
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ（
１７９
）

う
。

�

少
年
刑
事
手
続
に
お
け
る
「
犯
罪
被
害
者
」
の
関
与

少
年
刑
事
手
続
、
す
な
わ
ち
、
犯
罪
行
為
時
に
一
八
歳
以
下
で
あ
っ
た
者
に
対
す
る
刑
事
裁
判
に
お
い
て
も
、
一
定
の
範
囲
で
「
犯

イタリア刑事手続における犯罪「被害者」の地位について（二）
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罪
被
害
者
」
の
関
与
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
同
手
続
に
つ
い
て
は
、
一
九
八
八
年
九
月
二
二
日
の
共
和
国
大
統
領
令
第
四
四
八
号
（
「
少

年
被
告
人
に
対
す
る
刑
事
訴
訟
に
関
す
る
諸
規
定
」
。
以
下
、
「
少
年
刑
訴
法
」
と
い
う
）
に
定
め
が
あ
る（
１８０
）

が
、
こ
の
う
ち
、
と
く
に
「
犯

罪
被
害
者
」
の
関
与
・
参
加
に
関
す
る
も
の
を
み
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
少
年
に
対
す
る
捜
査
の
過
程
に
お
い
て
、
検
察
官
は
、
犯
罪
事
実
の
軽
微
性
お
よ
び
犯
罪
行
為
の
偶
発
性
が
認
め
ら
れ
、
そ

の
後
の
手
続
の
進
展
に
よ
り
少
年
の
教
育
上
の
要
請
が
損
な
わ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
裁
判
官
に
、
事
実
の
軽
微
性
を
理
由

と
す
る
手
続
打
切
判
決
（sen

ten
za

din
on

lu
ogo

a
procedere

per
irrilevan

za
del

fatto

）
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

裁
判
官
は
、
こ
の
請
求
に
つ
い
て
審
理
す
る
際
に
は
、
被
疑
者
お
よ
び
そ
の
親
権
者
だ
け
で
な
く
、「
犯
罪
被
害
者
」
の
意
見
を
聞
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
（
少
年
刑
訴
二
七
条
）。

次
に
、「
犯
罪
被
害
者
」
は
、
予
備
審
理
お
よ
び
審
判
の
期
日
・
場
所
に
つ
い
て
の
通
知
を
受
け
（
少
年
刑
訴
三
一
条
三
項
、
三
三

条
四
項
）、
刑
訴
法
九
〇
条
に
定
め
ら
れ
た
資
格
の
行
使
の
た
め
に
、
予
備
審
理
お
よ
び
審
判
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
さ

れ
て
い
る
（
少
年
刑
訴
三
一
条
五
項
、
三
三
条
四（
１８１
）

項
）。

と
こ
ろ
で
、
少
年
刑
事
手
続
に
お
い
て
は
、
裁
判
官
は
、
予
備
審
理
お
よ
び
審
判
の
間
に
、
当
事
者
の
意
見
を
聞
い
た
う
え
で
、
少

年
を
「
試
験
観
察
（m

essa
alla

prova

）」
に
付
す
と
と
も
に
、
無
期
又
は
長
期
一
〇
年
以
上
の
懲
役
刑
に
あ
た
る
罪
の
場
合
に
は

三
年
以
下
、
そ
の
他
の
場
合
に
は
一
年
以
下
の
期
間
、「
手
続
の
停
止
」
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
手
続

の
停
止
期
間
が
経
過
し
た
ら
裁
判
官
は
審
理
を
再
開
し
、
試
験
観
察
中
の
未
成
年
被
告
人
の
行
動
お
よ
び
人
格
の
発
達
を
考
慮
し
て
、

「
好
ま
し
い
結
果
（esito

positivo

）」
が
確
認
さ
れ
た
場
合
に
は
、
判
決
で
犯
罪
消
滅
が
言
い
渡
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
試
験
観
察

中
は
、
監
視
、
処
遇
、
援
助
の
た
め
に
、
少
年
は
少
年
司
法
調
査
官
（servizi

m
in

orili
dell’am

m
in

istrazion
e

della
giu

stizia

per
lo

svolgim
en

to

）
の
観
察
に
委
ね
ら
れ
る
が
、
そ
の
際
、
裁
判
官
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
犯
罪
被
害
を
回
復
し
、「
犯
罪
被
害
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者
」
と
の
「
和
解
（con

ciliazion
e

）」
を
進
め
る
た
め
の
指
示
（prescrizion

i

）
を
出
す
こ
と
が
で
き
る
（
少
年
刑
訴
二
八
条
）。

少
年
刑
事
手
続
に
お
い
て
採
用
さ
れ
て
い
る
こ
れ
ら
の
諸
制
度
は
、
あ
く
ま
で
少
年
の
「
人
格
お
よ
び
教
育
的
要
請
に
適
合
し
た

（
少
年
刑
訴
一
条
一
項
）」
取
扱
い
の
一
環
と
し
て
で
は
あ
る
が
、
同
手
続
に
お
い
て
加
害
者
と
被
害
者
間
の
―
―
経
済
的
な
意
味
で

は
な
く
、
精
神
的
・
教
育
的
な
意
味
で
の
―
―
和
解
を
促
進
す
る
こ
と
を
基
本
的
な
目
的
と
す
る
も
の
と
理
解
さ
れ
て
い（
１８２
）

る
。

�

と
こ
ろ
で
、
以
上
み
て
き
た
よ
う
な
現
行
刑
訴
法
が
認
め
る
刑
事
上
の
「
犯
罪
被
害
者
」
の
手
続
関
与
に
つ
い
て
は
、
そ
の
不

十
分
性
が
指
摘
さ
れ
て
も
い
る
。
た
と
え
ば
、
現
行
法
制
の
運
用
に
関
し
て
は
、「
犯
罪
被
害
者
」
に
対
す
る
様
々
な
権
利
の
告
知
が

か
な
ら
ず
し
も
わ
か
り
や
す
い
か
た
ち
で
な
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い（
１８３
）

る
。

ま
た
、
現
行
法
制
に
お
い
て
は
「
犯
罪
被
害
者
」
の
刑
事
手
続
上
の
権
利
・
資
格
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
な
い
も
の
で
、
立
法
論
上

そ
の
保
障
の
必
要
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
は
、
国
選
弁
護
人
制（
１８４
）

度
、
検
察
官
へ
の
押
収
請
求（
１８５
）

権
、
被
疑
者
の
弁
護
人
が
立
会

権
を
も
つ
捜
査
手
続
に
立
会
う
権
利
、「
立
証
権
（diritto

alla
prova

）」、
公
判
に
お
い
て
弁
論
を
行
な
う
権
利
、
人
的
・
物
的
保

全
処
分
の
適
用
手
続
へ
の
関（
１８６
）

与
、
上
訴
権
等
が
挙
げ
ら
れ（
１８７
）

る
。

�

以
上
、
イ
タ
リ
ア
の
刑
事
手
続
に
お
い
て
、
刑
事
上
の
「
犯
罪
被
害
者
」
に
―
―
民
事
当
事
者
を
構
成
し
て
刑
事
手
続
内
で
犯

罪
に
よ
っ
て
生
じ
た
民
事
上
の
損
害
に
対
す
る
賠
償
ま
た
は
原
状
回
復
の
請
求
を
行
な
う
と
行
な
わ
な
い
と
に
か
か
わ
ら
ず
―
―
認
め

ら
れ
る
権
利
・
資
格
の
概
要
を
み
て
き
た
。
全
般
的
に
み
て
、
そ
の
主
眼
は
、
犯
人
の
訴
追
・
処
罰
を
求
め
て
、
�
検
察
官
に
よ
る
証

拠
の
収
集
の
促
進
お
よ
び
そ
れ
に
対
す
る
協
力
を
行
う
と
同
時
に
、
�
刑
事
訴
権
の
運
用
を
統
制
す
る
こ
と
に
お
か
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
が
で
き
よ（
１８８
）

う
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、「
犯
罪
被
害
者
」
に
は
、
検
察
官
に
捜
査
活
動
を
行
な
う
よ

う
「
催
促
し
（sollecitatore

）」、
あ
る
い
は
直
接
に
「
手
続
に
参
加
し
（partecipativo

）」、「
犯
人
の
訴
追
な
い
し
処
罰
を
求
め

（pen
alisitico

）」、
ま
た
、
そ
の
た
め
に
手
続
な
い
し
事
件
に
関
す
る
「
情
報
を
取
得
す
る
（in

form
ativo

）」
権
利
な
い
し
資
格

イタリア刑事手続における犯罪「被害者」の地位について（二）
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が
認
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ（
１８９
）

る
。

次
節
で
は
、
こ
の
よ
う
な
「
犯
罪
被
害
者
」
の
刑
事
手
続
へ
の
関
与
・
参
加
態
様
と
の
対
比
を
念
頭
に
お
き
な
が
ら
、「
民
事
当
事

者
」
に
ど
の
よ
う
な
か
た
ち
で
の
手
続
関
与
な
い
し
参
加
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
か
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
み
て
い
く
こ
と
に

し
よ
う
。

（
１００
）

こ
の
規
定
は
、
旧
刑
訴
法
三
〇
六
条
を
引
き
継
い
だ
も
の
と
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
同
条
は
、「
犯
罪
被
害
者
」
に
よ
る
上
申
書
の
提
出

や
証
拠
の
指
摘
の
時
期
を
「
予
審
」
段
階
に
限
定
し
、
ま
た
、
そ
の
目
的
を
「
真
実
の
確
認
（accertam

en
to

della
verità

）」
と
し
て
い

た
点
で
、
現
行
法
九
〇
条
一
項
と
は
そ
の
基
本
的
射
程
を
異
に
し
て
い
る
。

（
１０１
）

予
備
捜
査
の
過
程
に
お
け
る
「
上
申
書
」
の
提
出
は
、
検
察
官
に
対
し
て
だ
け
で
な
く
、
予
備
捜
査
裁
判
官
に
対
し
て
も
行
な
わ
れ
う

る
。

（
１０２
）

G
H

IA
R

A ,C
om

m
en

to
all’art.90

,cit.,p.412.

（
１０３
）

T
E

S
S

A ,L
a

person
a

offesa
,cit.,

p.
26.

「
公
判
用
資
料
綴
」
に
は
、「
捜
査
資
料
の
公
判
使
用
不
能
の
原
則
」
の
も
と
で
例
外
的
に

公
判
で
の
使
用
が
認
め
ら
れ
る
捜
査
資
料
の
み
が
編
綴
さ
れ
、
裁
判
所
お
よ
び
す
べ
て
の
訴
訟
当
事
者
の
閲
覧
・
謄
写
に
供
さ
れ
る
の
に
対

し
、「
検
察
官
資
料
綴
」
に
は
す
べ
て
の
捜
査
資
料
が
編
綴
さ
れ
、
当
事
者
の
閲
覧
・
謄
写
の
み
に
供
さ
れ
る
。
こ
の
「
二
つ
の
資
料
綴
」

制
度
は
、
現
行
刑
事
手
続
が
徹
底
し
よ
う
と
し
た
「
捜
査
と
公
判
の
分
離
原
則
」
を
象
徴
す
る
制
度
の
一
つ
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

（
１０４
）

G
H

IA
R

A ,C
om

m
en

to
all’art.90

,cit.,p.413
;

T
E

S
S

A ,L
a

person
a

offesa
,cit.,p.25.

（
１０５
）

A
M

O
D

IO
,C

om
m

en
to

all’art.90
,cit.,p.550

;
T

R
A

N
C

H
IN

A ,P
erson

a
offesa

d
alreato,cit.,p.3.

こ
れ
に
対
し
て
、「
請
求

（rich
iesta

）」
は
、
相
手
方
に
そ
れ
に
何
ら
か
の
対
応
を
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
る
行
為
で
あ
る
。

な
お
、
刑
訴
法
三
六
七
条
は
、「
弁
護
人
（difen

sori

）
は
、
予
備
捜
査
の
間
に
、
検
察
官
に
対
し
、
上
申
書
お
よ
び
請
求
書
を
提
出
す

る
資
格
を
有
す
る
」
と
定
め
て
い
る
。
こ
れ
は
、
一
般
に
は
、
被
疑
者
の
弁
護
人
が
検
察
官
に
対
し
特
定
の
捜
査
の
遂
行
を
請
求
す
る
こ
と

を
認
め
る
規
定
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
の
「
弁
護
人
」
に
は
何
ら
の
限
定
も
付
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、「
犯
罪
被
害
者
」
の

「
弁
護
人
」
も
含
ま
れ
る
と
解
す
べ
き
だ
と
の
見
解
も
存
在
す
る
（T

E
S

S
A ,L

a
person

a
offesa

,cit.,p.30

）。

論 説
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（
１０６
）

G
H

IA
R

A ,C
om

m
en

to
all’art.90

,cit.,p.405.

（
１０７
）

イ
タ
リ
ア
語
の
「difen

sore

」
と
い
う
用
語
に
一
律
に
「
弁
護
人
」
の
訳
語
を
当
て
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註
（
９
）
参
照
。

（
１０８
）

現
行
刑
訴
法
の
準
備
法
案
理
由
書
も
、「
犯
罪
被
害
者
に
認
め
ら
れ
る
資
格
お
よ
び
権
利
の
性
質
上
、
同
主
体
に
弁
護
人
を
選
任
す
る
可

能
性
が
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
（R

el.prog.prel.,cit.,p.89

）。

（
１０９
）

刑
訴
法
一
〇
一
条
一
項
は
、「
一
人
の
弁
護
人
（u

n
difen

sore

）」
の
選
任
し
か
認
め
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、「
犯
罪
被
害
者
」
が

二
人
以
上
の
弁
護
人
を
選
任
し
て
も
、
以
前
の
弁
護
人
選
任
を
取
消
さ
な
い
限
り
、
そ
の
効
果
を
生
じ
な
い
（
刑
訴
施
行
法
二
四
条
）。

（
１１０
）

G
H

IA
R

A ,C
om

m
en

to
all’art.90

,cit.,p.406

。

（
１１１
）

F
R

IG
O

,
C

om
m

en
to

all’art.
100

,
in

A
M

O
D

IO- D
O

M
IN

IO
N

I
(a

cu
ra

di),
C

om
m

en
tario

d
el

n
u

ovo
cod

ice
d

i
proced

u
ra

pen
ale,vol.I,G

iu
ffrè,1989,p.645

;
T

R
A

N
C

H
IN

A ,P
erson

a
offesa

d
alreato,cit.,p.5.

（
１１２
）

刑
訴
法
九
八
条
は
、「
被
告
人
、
犯
罪
被
害
者
、
民
事
当
事
者
を
構
成
す
る
民
事
上
の
被
害
者
は
、
貧
困
者
の
弁
護
（patrocin

io
dei

n
on

abbien
ti

）
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
し
た
が
い
、
国
費
に
よ
る
弁
護
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
定
め
る
。
こ
こ
に
い
う
「
貧
困

者
の
弁
護
に
関
す
る
法
律
の
規
定
」
は
、
か
つ
て
は
二
〇
〇
一
年
三
月
二
九
日
の
法
律
第
一
三
四
号
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
た
が
、
現
在

で
は
、
そ
の
実
質
的
内
容
は
、
訴
訟
費
用
等
に
関
す
る
諸
規
定
を
統
合
し
た
二
〇
〇
二
年
五
月
三
〇
日
の
共
和
国
大
統
領
令
第
一
一
五
号
の

九
〇
条
以
下
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

（
１１３
）

A
M

O
D

IO
,

C
om

m
en

to
all’art.

90
,

cit.,
p.

535.

同
書
に
よ
れ
ば
、
現
行
刑
訴
法
九
〇
条
は
、
刑
事
上
の
「
犯
罪
被
害
者
」
の
「
最

低
限
」
の
権
利
・
利
益
を
認
め
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。

（
１１４
）

A
M

O
D

IO
,C

om
m

en
to

all’art.90
,cit.,p.550.

（
１１５
）

刑
訴
法
三
三
六
条
は
、
告
訴
の
内
容
に
つ
き
、「
法
律
に
よ
っ
て
犯
罪
と
し
て
定
め
ら
れ
た
事
実
に
つ
い
て
手
続
を
進
め
て
も
ら
い
た
い

旨
の
意
思
を
表
示
す
る
」
も
の
と
定
義
す
る
。
な
お
、
刑
法
一
二
〇
条
も
、「
犯
罪
被
害
者
」
の
告
訴
権
に
関
す
る
定
め
を
お
い
て
い
る
。

（
１１６
）

T
E

S
S

A ,L
a

person
a

offesa
,cit.,p.24.

（
１１７
）

刑
訴
法
三
三
五
条
三
項
は
、
一
九
九
五
年
の
法
律
第
三
三
二
号
に
よ
る
改
正
を
経
て
、
現
在
の
よ
う
な
規
定
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
以
前

は
、
む
し
ろ
、「
第
一
項
お
よ
び
第
二
項
に
定
め
る
登
録
に
つ
い
て
は
、
犯
罪
を
帰
せ
ら
れ
た
者
が
被
告
人
の
地
位
を
得
る
ま
で
は
、
そ
の

通
知
は
禁
止
さ
れ
る
」
旨
定
め
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
実
務
で
は
、
改
正
以
前
も
、「
犯
罪
被
害
者
」
か
ら
照
会
が
あ
れ
ば
、
登
録
内
容

イタリア刑事手続における犯罪「被害者」の地位について（二）
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お
よ
び
担
当
司
法
官
名
を
教
え
て
い
た
と
さ
れ
る
（T

E
S

S
A ,L

a
person

a
offesa

,cit.,p.32

）。

（
１１８
）

T
E

S
S

A ,L
a

person
a

offesa
,cit.,p.32.

（
１１９
）

刑
訴
法
三
三
五
条
三
項
の
二
は
、
一
九
九
五
年
八
月
八
日
の
法
律
第
三
三
二
号
に
よ
っ
て
追
加
さ
れ
た
。

（
１２０
）

保
障
通
知
の
「
犯
罪
被
害
者
」
へ
の
通
知
は
、
原
則
と
し
て
在
宅
被
疑
者
へ
の
通
知
に
準
じ
た
方
式
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
。
す
な
わ

ち
、
通
知
は
、
書
面
の
謄
本
を
交
付
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
が
、「
犯
罪
被
害
者
」
に
直
接
交
付
で
き
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
居

所
ま
た
は
同
人
が
通
常
職
業
活
動
を
行
な
っ
て
い
る
場
所
、
も
し
く
は
一
時
的
な
居
所
ま
た
は
所
在
地
に
お
い
て
、
一
時
的
に
で
も
「
犯
罪

被
害
者
」
と
同
居
す
る
者
、
ま
た
は
そ
れ
が
な
い
と
き
に
は
守
衛
も
し
く
は
こ
れ
に
代
わ
る
者
に
対
す
る
交
付
に
よ
る
。
守
衛
も
し
く
は
こ

れ
に
代
わ
る
者
は
、
送
達
さ
れ
た
書
類
の
原
本
に
署
名
し
、
司
法
官
吏
は
、
配
達
証
明
付
書
留
郵
便
に
よ
り
、
そ
の
旨
「
犯
罪
被
害
者
」
に

通
知
す
る
。
以
上
の
方
法
に
よ
っ
て
も
送
達
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、「
犯
罪
被
害
者
」
の
居
所
ま
た
は
通
常
の
職
業
活
動
を
行

な
っ
て
い
た
場
所
の
市
町
村
役
場
に
書
面
を
寄
託
し
た
う
え
、
そ
の
旨
、
同
場
所
の
入
口
に
掲
示
す
る
と
同
時
に
、
配
達
証
明
付
書
留
郵
便

に
よ
る
通
知
を
行
な
う
。
そ
の
場
所
さ
え
明
ら
か
で
な
い
場
合
に
は
、
通
知
は
書
類
の
書
記
局
へ
の
寄
託
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
。
記
録
上
、

「
犯
罪
被
害
者
」
の
外
国
に
お
け
る
居
住
地
ま
た
は
居
所
が
明
ら
か
で
あ
る
場
合
、
配
達
証
明
付
書
留
郵
便
に
よ
り
、
国
内
に
住
所
を
申
告

し
ま
た
は
選
定
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
る
。
書
留
郵
便
の
受
領
か
ら
二
〇
日
以
内
に
住
所
の
申
告
も
し
く
は
選
定
が
な
さ
れ
な
い
場
合
、
ま
た

は
そ
の
住
所
が
不
十
分
も
し
く
は
不
適
切
で
あ
る
場
合
に
は
、
通
知
は
、
書
類
の
書
記
局
へ
の
寄
託
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
（
一
五
四
条
一

項
）。ま

た
、「
犯
罪
被
害
者
」
が
多
数
な
い
し
特
定
不
能
で
あ
る
場
合
の
「
通
知
」
の
方
式
に
つ
い
て
、
刑
訴
法
一
五
五
条
は
次
の
よ
う
に
定

め
て
い
る
。

第
一
五
五
条
﹇
複
数
被
害
者
に
対
す
る
公
示
に
よ
る
通
知
﹈

�

名
宛
人
が
多
数
で
あ
る
こ
と
ま
た
は
特
定
不
能
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
、

犯
罪
被
害
者
に
対
す
る
通
常
の
方
式
に
よ
る
通
知
が
困
難
な
場
合
に
は
、
裁
判
官
は
、
通
知
す
べ
き
書
面
の
末
尾
に
記
載
す
る
命
令
に
よ
り
、

通
知
を
公
示
に
よ
り
行
な
う
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
命
令
に
は
、
名
宛
人
の
な
か
に
通
常
の
方
法
に
よ
り
通
知
を
す
べ
き
者
が
い

る
場
合
に
は
そ
の
者
を
明
示
し
、
他
の
名
宛
人
に
対
し
て
、
通
知
す
べ
き
書
面
を
知
ら
し
め
る
に
適
当
と
思
わ
れ
る
方
法
を
明
示
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

�

い
ず
れ
の
場
合
も
、
書
面
の
謄
本
は
手
続
を
担
当
す
る
当
局
の
所
在
す
る
場
所
の
市
町
村
役
場
に
寄
託
さ
れ
、
書
面
の
概
要
は
官
報
に

論 説
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掲
載
さ
れ
る
。

�

通
知
は
、
そ
れ
を
行
な
っ
た
司
法
官
吏
が
、
行
な
っ
た
活
動
の
報
告
書
お
よ
び
そ
の
正
当
性
を
示
す
書
類
を
手
続
を
担
当
す
る
当
局
の

書
記
局
ま
た
は
事
務
局
に
寄
託
し
た
と
き
か
ら
効
力
を
生
ず
る
。

（
１２１
）

S
T

R
IN

A- B
E

R
N

A
S

C
O

N
I ,P

erson
a

offesa,parte
civile,cit.,p.18.

（
１２２
）

こ
れ
を
「
捜
査
結
果
の
公
判
使
用
不
能
の
原
則
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
内
容
に
関
し
て
は
、
後
述
の
証
拠
保
全
の
制
度
説
明
も

参
照
。

（
１２３
）

被
疑
者
は
、
技
術
的
検
分
の
職
務
の
委
託
が
行
わ
れ
る
前
で
あ
れ
ば
、
証
拠
保
全
に
よ
っ
て
鑑
定
を
行
う
よ
う
検
察
官
に
留
保
を
申
し

立
て
る
こ
と
が
で
き
る
（
刑
訴
三
六
〇
条
四
項
・
五
項
）。
被
疑
者
か
ら
留
保
が
申
し
立
て
ら
れ
る
場
合
に
は
、
検
察
官
は
、
緊
急
の
場
合

を
除
い
て
、
検
分
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
た
と
え
行
な
わ
れ
た
場
合
で
も
、
そ
の
結
果
は
公
判
で
は
使
用
不
能
と
な
る
。

（
１２４
）

も
っ
と
も
、
法
律
の
明
文
に
よ
り
「
私
人
当
事
者
」
の
弁
護
人
に
し
か
認
め
ら
れ
て
い
な
い
権
利
は
、「
犯
罪
被
害
者
」
の
弁
護
人
に
は

認
め
ら
れ
な
い
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
二
〇
〇
〇
年
の
刑
訴
法
改
正
以
前
の
状
況
に
つ
い
て
は
、T

E
S

S
A ,L

a
person

a
offesa

,cit.,

pp.30- 31

を
参
照
。

（
１２５
）

刑
訴
法
四
〇
三
条
は
、
証
拠
保
全
手
続
に
よ
り
保
全
さ
れ
た
証
拠
は
、
原
則
と
し
て
、
そ
の
取
調
べ
に
弁
護
人
が
参
加
し
た
被
告
人
に

対
し
て
の
み
公
判
使
用
可
能
性
が
認
め
ら
れ
る
旨
定
め
て
い
る
。

（
１２６
）

刑
訴
法
五
一
二
条
は
、
と
く
に
司
法
警
察
職
員
、
検
察
官
に
よ
る
捜
査
お
よ
び
予
備
審
理
裁
判
官
が
行
な
っ
た
証
拠
の
取
調
べ
に
つ
い

て
、「
予
見
不
能
な
行
為
ま
た
は
情
況
に
よ
り
」
再
現
不
能
と
な
っ
た
手
続
の
結
果
に
限
っ
て
、
公
判
で
の
「
使
用
可
能
性
の
回
復
」
を
認

め
て
い
る
。

（
１２７
）

証
拠
保
全
は
、
そ
の
請
求
権
者
の
請
求
を
待
っ
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
予
備
捜
査
裁
判
官
が
職
権
に
よ
り
行
う
こ
と
は
で
き
な

い
。

（
１２８
）

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
刑
訴
法
三
六
七
条
を
根
拠
と
し
て
、「
犯
罪
被
害
者
」
は
、
弁
護
人
を
通
じ
て
し
か
こ
の
請
求
を
行
う
こ
と
が
で

き
な
い
と
す
る
見
解
（C

H
IL

IB
E

R
T

I ,A
zion

e
civile

e
n

u
ovo

processo
pen

ale,
G

iu
ffrè,

1993,
p.

30

）
や
、
反
対
に
、
弁
護
人
に
は

請
求
す
る
資
格
は
認
め
ら
れ
な
い
と
す
る
下
級
審
の
判
例
（T

rib.T
orin

o,23
dicem

bre
1989,in

D
ifesa

pen
.,1990,n

.28,p.83

）

も
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

イタリア刑事手続における犯罪「被害者」の地位について（二）
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（
１２９
）

「
犯
罪
被
害
者
」
に
は
、
検
察
官
に
よ
る
請
求
却
下
に
対
す
る
不
服
申
立
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
が
、
理
由
が
付
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

「
犯
罪
被
害
者
」
は
検
察
官
の
活
動
状
況
を
監
視
す
る
こ
と
が
で
き
、
異
な
る
証
拠
や
異
な
る
理
由
に
よ
り
新
た
な
請
求
を
行
う
こ
と
が
可

能
と
な
る
も
の
と
さ
れ
る
（T

E
S

S
A ,L

a
person

a
offesa

,cit.,p.35

）。

（
１３０
）

こ
の
点
に
つ
き
、G

.I.P
.T

rib.C
atan

zaro,19
settem

bre
1990,in

G
iu

st.pen
.,1991,III,c.55

は
、「
犯
罪
被
害
者
」
に
真

の
立
会
権
が
認
め
ら
れ
る
の
は
供
述
証
拠
（prova

dich
iarativa

）
の
取
調
べ
の
場
合
の
み
で
あ
り
、
そ
の
他
の
証
拠
の
取
調
べ
へ
の
立
会

い
に
つ
い
て
は
、
裁
判
官
の
裁
量
に
任
せ
ら
れ
て
い
る
以
上
、「
条
件
付
の
権
利
（diritto

con
dizion

ato

）」
が
認
め
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い

と
す
る
。

（
１３１
）

刑
訴
法
二
二
五
条
一
項
は
、
明
文
上
は
、「
私
人
当
事
者
」
に
し
か
技
術
的
補
助
者
の
選
任
権
を
認
め
て
い
な
い
が
、
こ
こ
で
の
「
私
人

当
事
者
」
は
、
―
―
予
備
捜
査
段
階
で
は
そ
も
そ
も
本
来
の
意
味
で
の
「
私
人
当
事
者
」
は
存
在
し
な
い
以
上
―
―
、「
犯
罪
被
害
者
」
を

意
味
す
る
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
（T

E
S

S
A ,

L
a

person
a

offesa
,

cit.,
p.

38

）。
同
様
の
立
場
に
た
つ
判

例
と
し
て
、G

.I.P
.T

rib.G
en

ova,30
n

ovem
bre

1989,in
F

oro
it.,1991,II,c.113

が
挙
げ
ら
れ
る
。
な
お
、
こ
の
点
に
関
す
る
憲

法
院
判
例
と
し
て
、C

.cost.28
dicem

bre
1990

n
.559,in

G
iu

r.cost.,1990,p.3188
ss.

も
参
照
。

（
１３２
）

被
疑
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
「
特
定
」
の
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
と
い
う
の
も
、
証
拠
保
全
の
時
点
で
特
定
の
犯
罪
行
為
の

「
被
疑
者
」
と
さ
れ
た
者
が
、
か
な
ら
ず
し
も
同
犯
罪
に
関
し
て
公
訴
を
提
起
さ
れ
る
と
は
限
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
問

題
に
対
し
て
は
、
刑
訴
法
は
、
証
拠
保
全
の
結
果
は
、
原
則
と
し
て
、
そ
こ
で
の
証
拠
の
取
調
べ
に
自
己
の
弁
護
人
が
参
加
し
て
い
た
被
告

人
に
対
し
て
し
か
使
用
で
き
な
い
と
す
る
こ
と
で
対
処
し
て
い
る
（
刑
訴
四
〇
三
条
）。
し
た
が
っ
て
、
通
常
は
、
同
一
証
拠
に
つ
い
て
も
、

新
た
な
被
疑
者
が
特
定
さ
れ
た
時
点
で
証
拠
保
全
は
や
り
直
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
（
た
だ
し
、
刑
訴
法
四
〇
三
条
一
項
の
二
は
、
新
た
な
被

疑
者
特
定
の
時
点
で
当
該
取
調
べ
が
「
再
現
不
能
」
と
な
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
例
外
的
に
前
の
証
拠
保
全
の
結
果
に
も
公
判
使
用
可
能
性

を
認
め
て
い
る
）
。
「
犯
罪
被
害
者
」
の
場
合
に
は
、
こ
の
よ
う
な
「
特
定
」
の
問
題
に
く
わ
え
て
、
さ
ら
に
、
「
民
事
上
の
被
害
者
」
と
「
刑

事
上
の
被
害
者
」
の
範
囲
が
、
概
念
上
一
致
し
な
い
こ
と
か
ら
生
ず
る
問
題
が
あ
る
。

（
１３３
）

T
O

N
IN

I ,M
an

u
ale,cit.,p.419.

も
っ
と
も
、
憲
法
院
は
、C

.cost.28
dicem

bre
1990,n

.559,cit.,pp.3188
ss.

の
な
か
で
、

証
拠
保
全
の
手
続
に
お
い
て
「
犯
罪
被
害
者
」
に
認
め
ら
れ
る
諸
権
利
は
、
民
事
当
事
者
に
認
め
ら
れ
る
諸
権
利
の
保
障
の
前
倒
し
に
対
応

す
る
も
の
で
あ
る
と
の
発
想
を
採
る
か
の
よ
う
な
判
示
を
し
て
い
る
。

論 説
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（
１３４
）

証
拠
保
全
の
請
求
は
、
取
調
べ
ら
れ
る
べ
き
証
拠
、
証
明
の
対
象
と
な
る
べ
き
事
実
、
両
者
の
関
連
性
の
ほ
か
、
被
疑
者
お
よ
び
当
該

証
拠
の
取
調
べ
が
公
判
ま
で
延
期
不
能
で
あ
る
理
由
を
特
定
し
て
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
（
刑
訴
三
九
三
条
一
項
）、「
当
事
者
」
に

は
、
書
面
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
要
件
に
つ
い
て
事
前
に
資
料
を
提
出
し
て
争
う
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
権
利
は
、
法
の
明
文
上
は

「
犯
罪
被
害
者
」
に
は
認
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
通
説
も
そ
の
よ
う
に
解
し
て
い
る
が
（N

A
P

P
I ,G

u
id

a
al

cod
ice

d
i

proced
u

ra
pen

ale,

8
a

ed.,G
iu

ffrè,2001,p.270

は
、「
犯
罪
被
害
者
」
に
は
独
立
の
証
拠
保
全
請
求
権
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
以
上
、
そ
の
許
容
性
を
め
ぐ

る
「
書
面
に
よ
る
対
審
」
に
参
加
す
る
権
利
も
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
す
る
）、
拡
大
解
釈
に
よ
っ
て
こ
れ
を
認
め
る
べ
き
だ
と
す
る

見
解
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
（T

E
S

S
A ,L

a
person

a
offesa

,cit.,p.34

）。

（
１３５
）

予
備
捜
査
期
間
満
了
後
に
行
な
わ
れ
た
捜
査
の
結
果
は
、
公
判
に
お
い
て
だ
け
で
な
く
、
予
備
捜
査
や
予
備
審
理
の
た
め
に
も
（
た
と

え
ば
、
勾
留
請
求
の
際
の
疎
明
資
料
や
予
備
審
理
の
基
礎
と
な
る
捜
査
資
料
と
し
て
も
）
使
用
不
能
と
な
る
。

（
１３６
）

そ
の
中
に
は
、「
被
害
者
多
数
の
事
件
」
も
含
ま
れ
る
（
刑
訴
四
〇
七
条
二
項
ｂ
号
）。

（
１３７
）

こ
の
条
件
は
、
一
九
九
〇
年
の
委
任
立
法
令
一
六
一
号
に
よ
る
刑
訴
法
四
〇
六
条
三
項
の
改
正
に
よ
り
付
加
さ
れ
た
。
こ
の
改
正
に
対

し
て
は
、
捜
査
に
つ
い
て
の
通
知
を
得
る
機
会
が
な
か
っ
た
「
犯
罪
被
害
者
」
か
ら
、
事
実
上
、
予
備
捜
査
期
間
延
長
手
続
に
関
与
す
る
権

利
を
奪
う
も
の
で
あ
り
、
不
当
だ
と
の
批
判
も
あ
る
（T

E
S

S
A ,L

a
person

a
offesa

,cit.,p.43

）。

（
１３８
）

検
察
官
に
よ
り
被
疑
者
不
特
定
を
理
由
と
し
て
予
備
捜
査
期
間
延
長
請
求
が
な
さ
れ
た
と
し
て
も
、
予
備
捜
査
裁
判
官
は
、
当
該
犯
罪

情
報
に
つ
い
て
の
被
疑
者
が
既
に
特
定
さ
れ
て
い
る
と
思
料
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
名
前
を
犯
罪
登
録
簿
に
記
載
さ
せ
る
。
こ
の
場
合
に
は
、

そ
の
時
点
か
ら
、
新
た
な
六
か
月
の
捜
査
期
間
が
自
動
的
に
進
行
す
る
こ
と
に
な
る
。
犯
罪
情
報
記
録
に
被
疑
者
の
氏
名
が
即
座
に
記
載
さ

れ
る
こ
と
を
要
求
す
る
規
定
（
刑
訴
三
三
五
条
一
項
）
の
潜
脱
を
防
止
す
る
た
め
の
制
度
で
あ
る
。

（
１３９
）

こ
の
審
理
は
、
審
議
室
に
お
け
る
審
理
の
方
式
に
関
す
る
一
般
規
定
で
あ
る
刑
訴
法
一
二
七
条
に
し
た
が
っ
て
行
わ
れ
る
（
刑
訴
四
〇

六
条
五
項
）。
す
な
わ
ち
、
裁
判
官
ま
た
は
裁
判
長
は
、
期
日
の
一
〇
日
前
ま
で
に
、
審
理
の
期
日
を
指
定
し
、
当
事
者
そ
の
他
の
関
係
者

（in
teressati

）
お
よ
び
そ
の
弁
護
人
（
被
告
人
に
弁
護
人
が
な
い
場
合
に
は
、
国
選
弁
護
人
が
選
任
さ
れ
る
）
に
通
知
す
る
（
一
項
）。
当

事
者
そ
の
他
の
関
係
者
は
、
審
理
の
五
日
前
ま
で
に
、
裁
判
所
書
記
局
に
上
申
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
検
察
官
そ
の
他
の
通
知
対

象
者
お
よ
び
そ
の
弁
護
人
は
、
審
理
に
出
頭
す
る
場
合
に
は
、
聴
聞
を
受
け
る
（
三
項
）。
審
理
は
非
公
開
で
あ
り
（
五
項
）、
裁
判
は
決
定

に
よ
り
行
わ
れ
る
（
七
項
）。
決
定
に
対
し
て
、
当
事
者
そ
の
他
の
関
係
者
は
、
破
棄
院
に
不
服
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
の

イタリア刑事手続における犯罪「被害者」の地位について（二）
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不
服
申
立
に
は
執
行
停
止
の
効
果
が
伴
わ
な
い
（
八
項
）。

（
１４０
）

こ
の
点
に
つ
き
、
当
初
は
、
破
棄
院
判
例
も
、
不
服
申
立
を
認
め
る
も
の
と
認
め
な
い
も
の
に
分
か
れ
て
い
た
が
、
最
終
的
に
は
、
一

九
九
二
年
一
一
月
六
日
の
破
棄
院
連
合
部
判
決
に
よ
る
否
定
説
の
採
用
に
よ
り
決
着
が
つ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（C

ass.,
S

.U
.,

6

n
ovem

bre
1992,B

ern
in

ied
altri,in

G
iu

st.pen
.,1993,III,c.135

ss.

）。
も
っ
と
も
、
学
説
に
お
い
て
は
、
肯
定
説
も
有
力
に
主

張
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
問
題
を
め
ぐ
る
学
説
・
判
例
の
状
況
に
つ
い
て
は
、T

E
S

S
A ,L

a
person

a
offesa

,cit.,p.42,n
ota

89

に
詳
し
い
。

（
１４１
）

刑
訴
法
四
〇
六
条
五
項
の
二
は
、
一
九
九
二
年
六
月
八
日
の
暫
定
措
置
令
第
三
〇
六
号
（
一
九
九
二
年
八
月
七
日
の
法
律
第
三
五
六
号

に
転
換
）
に
よ
り
追
加
さ
れ
た
。

（
１４２
）

そ
の
判
断
基
準
に
つ
き
、
刑
訴
法
施
行
法
一
二
五
条
は
、「
検
察
官
は
、
予
備
捜
査
中
に
獲
得
さ
れ
た
証
拠
が
公
判
に
お
け
る
公
訴
の
維

持
に
適
さ
な
い
た
め
に
、
犯
罪
情
報
に
理
由
が
な
い
と
思
料
す
る
と
き
は
、
裁
判
官
に
不
起
訴
処
分
を
請
求
す
る
」
と
定
め
て
い
る
。

（
１４３
）

ト
ニ
ー
ニ
教
授
は
、
現
行
刑
訴
法
が
定
め
る
不
起
訴
処
分
手
続
の
機
能
と
し
て
、
�
予
備
審
理
の
負
担
を
減
ず
る
機
能
、
�
検
察
官
の

訴
追
義
務
の
履
行
に
対
す
る
裁
判
官
に
よ
る
統
制
機
能
に
加
え
、
�
検
察
官
の
刑
事
訴
権
不
行
使
の
理
由
に
対
す
る
裁
判
官
に
よ
る
統
制
を

求
め
る
権
利
を
「
犯
罪
被
害
者
」
に
保
障
す
る
機
能
を
挙
げ
て
い
る
（T

O
N

IN
I ,M

an
u

ale,cit.,p.431

）。

（
１４４
）

こ
の
よ
う
な
「
犯
罪
被
害
者
」
に
よ
る
手
続
に
関
す
る
通
知
を
受
け
た
い
旨
の
請
求
は
、
通
常
は
、
告
訴
や
犯
罪
情
報
の
通
知
の
際
に

行
わ
れ
る
が
、
こ
の
請
求
が
、
検
察
官
が
予
備
捜
査
裁
判
官
に
不
起
訴
処
分
の
請
求
を
行
っ
た
後
で
あ
っ
て
も
行
わ
れ
う
る
か
否
か
に
つ
い

て
は
、
破
棄
院
判
例
も
分
か
れ
て
い
る
（
肯
定
す
る
も
の
と
し
て
、C

ass.,sez.V
I,10

m
aggio

1995,P
iscitelli,in

C
.E

.D
.C

ass.,n
.

202817
;

C
ass.,

sez.
V

,
7

aprile
1999,

C
iarrocch

i,
in

C
.E

.D
.

C
ass.,

n
.

214240
;

C
ass.,

sez.
II,

21
m

aggio
1997,

G
iovan

n
elli,in

C
.E

.D
.C

ass.,n
.208370

等
、
否
定
す
る
も
の
と
し
て
、C

ass.,sez.V
,9

giu
gn

o
1997,P

an
e,in

G
iu

st.pen
.,

1998,III,c.423
;

C
ass.,sez.V

I,30
m

arzo
2000,R

izzu
to,in

C
.E

.D
.C

ass.,n
.217189

等
が
あ
る
）。
な
お
、
学
説
の
な
か
に

は
、「
犯
罪
被
害
者
」
へ
の
手
続
上
の
権
利
付
与
に
こ
の
種
の
条
件
を
つ
け
る
こ
と
自
体
に
批
判
的
な
見
解
も
あ
る
（T

E
S

S
A ,

L
a

person
a

offesa
,cit.,p.44,n

ota
91

）。

（
１４５
）

刑
訴
法
四
〇
八
条
三
項
は
、
記
録
の
閲
覧
権
に
し
か
言
及
し
て
い
な
い
が
、
一
般
に
、
謄
写
権
も
認
め
ら
れ
る
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る

（G
U

A
L

T
IE

R
I ,L

a
rich

iesta
d

iarch
iviazion

e
sid

im
en

tica
d

ella
person

a
offesa

d
alreato,in

D
ir.pen

.e
proc.

pen
.,1995,

p.866
;

T
E

S
S

A ,L
a

person
a

offesa
,cit.,p.44,n

ota
92

）。
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（
１４６
）

こ
の
異
議
申
立
は
、
検
察
官
に
対
し
て
行
わ
れ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る（C

H
IL

IB
E

R
T

I ,A
zion

e
civile

e
n

u
ovo

processo
pen

ale,cit.,

p.37

）。
い
ず
れ
に
し
て
も
、「
犯
罪
被
害
者
の
異
議
申
立
の
提
出
後
ま
た
は
そ
の
期
間
経
過
後
に
、
検
察
官
は
、
書
面
を
予
備
捜
査
裁
判
官

に
送
致
す
る
」（
刑
訴
施
行
法
一
二
六
条
）。

（
１４７
）

検
察
官
に
よ
る
通
知
を
受
け
て
い
な
い
「
犯
罪
被
害
者
」
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
異
議
申
立
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
（B

A
L

D
E

L
L

I-
B

O
U

C
H

A
R

D
,L

e
vittim

e
d

el
reato

n
el

processo
pen

ale,U
tet,2003,p.39

）。
通
知
を
受
け
る
旨
の
請
求
を
行
っ
て
い
な
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
実
際
に
は
通
知
を
受
け
た
「
犯
罪
被
害
者
」
の
異
議
申
立
を
許
容
し
た
判
例
と
し
て
、C

ass.,
sez.

V
I,

3
m

aggio
1996,

D
ell’A

rrin
ga,in

C
ass.pen

.,1997,p.3004

を
参
照
。

他
方
、
捜
査
期
間
内
に
被
疑
者
が
特
定
さ
れ
な
い
こ
と
を
理
由
と
す
る
不
起
訴
処
分
に
つ
い
て
は
、
刑
訴
法
四
一
五
条
は
「
犯
罪
被
害

者
」
へ
の
異
議
申
立
権
の
告
知
に
つ
い
て
何
ら
言
及
し
て
い
な
い
た
め
、
異
議
申
立
が
認
め
ら
れ
る
か
否
か
に
つ
い
て
争
い
が
あ
る
（T

E
S

S
A ,

L
a

person
a

offesa
,cit.,pp.51- 52

）。

（
１４８
）

刑
訴
法
四
一
〇
条
一
項
は
、「
犯
罪
被
害
者
」に
よ
る
異
議
申
立
の
適
法
要
件
と
し
て
、「
追
加
捜
査
の
対
象
お
よ
び
関
連
証
拠
の
指
摘
」

を
挙
げ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
新
た
な
具
体
的
事
実
や
証
拠
の
指
摘
ま
で
を
要
求
す
る
も
の
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
争
い
が
あ
る
。
い
ず
れ
に

し
て
も
、「
犯
罪
被
害
者
」
は
、
刑
訴
法
九
〇
条
に
よ
り
、
検
察
官
に
対
し
て
、
捜
査
の
続
行
を
請
求
し
た
り
、
捜
査
結
果
に
つ
い
て
の
事

実
的
・
法
的
評
価
や
、
訴
訟
条
件
の
有
無
に
関
す
る
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
上
に
つ
き
、T

E
S

S
A ,L

a
person

a
offesa

,cit.,pp.

45- 46

を
参
照
。

（
１４９
）

た
と
え
ば
、
一
〇
日
の
期
間
を
超
え
て
な
さ
れ
た
異
議
申
立
（G

IP
T

rib.R
om

a,4
m

arzo
1993,D

e
B

lasi,in
A

rch
.pen

.,1993,

p.
131

）
や
、「
追
加
捜
査
の
対
象
お
よ
び
関
連
証
拠
の
指
摘
」
を
伴
わ
な
い
異
議
申
立
は
、
刑
訴
法
九
〇
条
に
定
め
る
「
上
申
書
」
と
し
て

扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

（
１５０
）

裁
判
官
に
よ
る
不
起
訴
の
決
定
に
対
し
て
は
、「
犯
罪
被
害
者
」
の
側
か
ら
の
不
服
申
立
は
認
め
ら
れ
な
い
（T

E
S

S
A ,

L
a

person
a

offesa
,cit.,p.54)

。

（
１５１
）

「
犯
罪
被
害
者
」
が
複
数
で
あ
る
と
き
に
は
、
異
議
申
立
を
行
っ
た
「
犯
罪
被
害
者
」
に
対
し
て
の
み
期
日
の
通
知
が
な
さ
れ
る
（
刑

訴
四
一
〇
条
三
項
）。
異
議
申
立
を
行
わ
な
か
っ
た
「
犯
罪
被
害
者
」
も
審
理
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
否
か
を
め
ぐ
っ
て
は
、
意
見

の
対
立
が
あ
る
（T

E
S

S
A ,L

a
person

a
offesa

,cit.,p.50

）。

イタリア刑事手続における犯罪「被害者」の地位について（二）
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（
１５２
）

弁
護
人
が
捜
査
資
料
を
謄
写
で
き
る
旨
の
文
言
は
、
二
〇
〇
〇
年
の
法
律
第
三
九
七
号
に
よ
る
刑
訴
法
四
〇
九
条
二
項
の
改
正
に
よ
っ

て
追
加
さ
れ
た
。

（
１５３
）

通
常
、
予
備
審
理
は
、
検
察
官
が
公
判
移
送
を
請
求
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
公
訴
を
提
起
す
る
場
合
に
し
か
行
わ
れ
な
い
が
、
こ
の
場
合

に
は
例
外
的
に
、
公
判
移
送
請
求
が
な
い
ま
ま
予
備
審
理
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
（
刑
訴
施
行
法
一
二
八
条
）。
こ
の
場
合
の
予
備
審

理
は
、
不
起
訴
処
分
請
求
を
審
理
し
た
裁
判
官
と
は
異
な
る
裁
判
官
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
１５４
）

さ
ら
に
、
刑
訴
法
四
二
一
条
の
二
は
、
予
備
審
理
裁
判
官
は
、
予
備
捜
査
が
不
完
全
で
あ
っ
た
と
思
料
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
旨
を
法

院
検
事
長
に
通
知
す
る
も
の
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
場
合
に
も
、
予
備
捜
査
の
移
管
が
行
わ
れ
う
る
（S

T
R

IN
A- B

E
R

N
A

S
C

O
N

I ,
P

erson
a

offesa,parte
civile,cit.,p.131

）。

（
１５５
）

予
備
審
理
裁
判
官
と
予
備
捜
査
裁
判
官
の
職
務
は
通
常
同
一
の
裁
判
官
が
兼
任
す
る
が
、
同
一
事
件
に
つ
い
て
予
備
捜
査
と
予
備
審
理

を
共
に
担
当
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
（
刑
訴
三
四
条
二
項
）。
予
断
排
除
の
趣
旨
で
あ
る
。

（
１５６
）

こ
れ
は
、「
捜
査
と
公
判
の
機
能
分
離
の
原
則
」、
す
な
わ
ち
、
公
訴
権
は
捜
査
に
基
づ
い
て
行
使
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
裁
判
権
（
実

体
審
判
権
）
は
公
判
審
理
に
基
づ
き
行
使
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
原
則
の
論
理
的
帰
結
で
も
あ
る
。

（
１５７
）

こ
の
「
手
続
打
切
判
決
」
の
言
渡
し
基
準
は
、
一
九
九
九
年
一
二
月
一
六
日
の
法
律
第
四
七
九
号
に
よ
っ
て
追
加
さ
れ
た
。

（
１５８
）

通
説
で
あ
る
否
定
説
は
、
予
備
審
理
の
手
続
に
つ
い
て
定
め
る
刑
訴
法
四
二
〇
条
以
下
の
規
定
が
、「
検
察
官
、
被
告
人
そ
の
他
の
民
事

当
事
者
」
お
よ
び
そ
れ
ぞ
れ
の
弁
護
人
の
参
加
し
か
予
定
し
て
い
な
い
こ
と
を
主
た
る
論
拠
と
す
る
の
に
対
し
て
、
肯
定
説
は
、
同
法
四
二

九
条
二
項
が
刑
事
上
の
「
犯
罪
被
害
者
」
に
審
理
期
日
・
場
所
の
通
知
を
行
う
旨
定
め
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
同
法
九
五
条
二
項
が
、
「
犯

罪
に
よ
り
侵
害
さ
れ
た
法
益
を
代
表
す
る
社
団
・
協
会
」
に
予
備
審
理
へ
の
参
加
権
を
認
め
て
い
る
こ
と
か
ら
の
類
推
を
論
拠
と
す
る
。
こ

の
点
に
つ
い
て
は
、T

E
S

S
A ,L

a
person

a
offesa

,cit.,pp.68- 70

を
参
照
。

（
１５９
）

被
告
人
が
予
備
審
理
を
放
棄
し
、「
直
接
公
判
（giu

dizio
im

m
ediato

）」
を
請
求
す
る
場
合
に
も
、「
犯
罪
被
害
者
」
に
そ
の
旨
の
通

知
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
刑
訴
四
一
九
条
五
項
）。
な
お
、
直
接
公
判
の
制
度
に
つ
い
て
は
、
後
述
五
参
照
。

（
１６０
）

A
M

O
D

IO
,C

om
m

en
to

all’art.90,cit.,p.551.

（
１６１
）

T
E

S
S

A ,
L

a
person

a
offesa

,
cit.,

p.
64

。

同
書
は
、
民
事
上
の
被
害
者
は
民
事
裁
判
所
に
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と

こ
そ
立
法
者
の
民
刑
分
離
の
方
針
に
適
合
す
る
と
し
て
、
予
備
審
理
期
日
の
通
知
を
受
け
る
権
利
は
、「
将
来
の
民
事
当
事
者
」
だ
け
で
な
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く
、
刑
事
上
の
「
犯
罪
被
害
者
」
独
自
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
。

（
１６２
）

こ
れ
は
、
捜
査
機
関
側
の
収
集
・
作
成
に
か
か
る
証
拠
等
の
訴
訟
当
事
者
へ
の
開
示
の
機
能
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
。
も
っ
と
も
、
被

告
人
お
よ
び
そ
の
弁
護
人
に
対
す
る
捜
査
資
料
の
開
示
は
、
一
九
九
九
年
一
二
月
一
六
日
の
法
律
第
四
七
九
号
に
よ
る
刑
訴
法
改
正
以
降
、

予
備
捜
査
終
結
時
に
早
め
ら
れ
て
い
る
（
刑
訴
四
一
五
条
の
二
）。

（
１６３
）

刑
訴
法
四
三
三
条
二
項
は
、「
弁
護
人
（difen

sori

）（
複
数
形
）」
に
検
察
官
資
料
綴
に
含
ま
れ
る
資
料
の
閲
覧
・
謄
写
権
を
認
め
て

い
る
が
、
こ
の
「
弁
護
人
」
に
「
犯
罪
被
害
者
」
の
弁
護
人
が
含
ま
れ
る
か
否
か
が
問
題
と
な
る
の
で
あ
る
。
通
説
は
、
こ
れ
を
否
定
す
る
。

同
問
題
に
つ
い
て
は
、T

E
S

S
A ,L

a
person

a
offesa

,cit.,pp.74- 76

を
参
照
（
同
書
は
肯
定
説
を
と
る
）。

（
１６４
）

な
お
、「
犯
罪
被
害
者
」
の
「
証
人
」
と
し
て
の
扱
い
も
、
旧
刑
訴
法
下
で
は
当
事
者
の
請
求
に
か
か
わ
ら
ず
そ
の
尋
問
が
な
さ
れ
る
べ

き
「
必
要
的
証
人
（testim

on
e

n
ecessario

）」
と
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
現
行
刑
訴
法
に
お
い
て
は
、
こ
の
点
も
す
べ
て
当
事
者
の

請
求
に
か
か
ら
し
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（T

E
S

S
A ,L

a
person

a
offesa

,cit.,p.77

）。

（
１６５
）

「
犯
罪
被
害
者
」
が
予
備
審
理
に
出
席
し
て
い
た
場
合
に
は
、
公
判
開
始
命
令
の
読
上
げ
に
よ
っ
て
通
知
が
な
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ

れ
る
（
刑
訴
四
二
四
条
二
項
）。

（
１６６
）

T
R

A
N

C
H

IN
A ,P

erson
a

offesa
d

alreato,cit.,p.5
;

T
E

S
S

A ,L
a

person
a

offesa
,cit.,p.72.

（
１６７
）

こ
の
制
度
も
、「
民
事
当
事
者
」
構
成
の
便
宜
の
た
め
の
制
度
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
（B

A
L

D
E

L
L

I

―B
O

U
C

H
A

R
D

,
L

e
vittim

e
d

el

reato
n

el
processo

pen
ale,

cit.,
p.

54

）。
も
っ
と
も
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
後
述
の
よ
う
に
、
刑
訴
法
七
九
条
が
、「
民
事
当
事
者
」

の
構
成
は
公
判
の
冒
頭
手
続
ま
で
に
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
定
め
て
い
る
こ
と
と
の
関
係
が
問
題
と
な
る
が
、
憲
法
院
は
、
同
規
定

は
起
訴
時
の
公
訴
事
実
に
関
し
て
の
み
妥
当
す
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
（C

.
cost.,

3
aprile

1996,
n

.
98,

in
C

ass.
pen

.,

1996,p.2481

）。

（
１６８
）

A
M

O
D

IO
,C

om
m

en
to

all’art.90
,cit.,p.538

;
N

O
B

IL
I ,L

a
n

u
ova

proced
u

ra
pen

ale,C
lu

eb,1989,p.216
;

C
R

IS
T

IA
N

I ,

M
an

u
ale

d
el

n
u

ovo
processo

pen
ale,

G
iappich

elli,
1989,

p.
111

;
N

O
S

E
N

G
O

,
C

om
m

en
to

all’art.
91

,
in

C
H

IA
V

A
R

IO
(a

cu
ra

di),C
om

m
en

to
aln

u
ovo

cod
ice

d
i

proced
u

ra
pen

ale,vol.I,U
tet,1989,p.431

;
R

IV
E

L
L

O
,C

om
m

en
to

all’art.505
,

in
C

H
IA

V
A

R
IO

(a
cu

ra
di),C

om
m

en
to

al
n

u
ovo

cod
ice

d
i

proced
u

ra
pen

ale,vol.V
,U

tet,1991,p.369.

も
っ
と
も
、「
犯
罪

被
害
者
」
の
公
判
審
理
へ
の
参
加
を
認
め
な
い
こ
と
は
立
法
論
と
し
て
は
妥
当
で
な
い
と
す
る
見
解
も
少
な
く
な
く
、
解
釈
論
と
し
て
も
、

イタリア刑事手続における犯罪「被害者」の地位について（二）
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刑
訴
法
九
〇
条
一
項
の
趣
旨
を
考
慮
し
て
、
同
法
五
〇
五
条
の
権
利
を
「
犯
罪
被
害
者
」
一
般
に
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
有
力
説
が

あ
る
（C

O
R

D
E

R
O

,C
od

ice
d

iproced
u

ra
pen

ale
com

m
en

tato,
2

aed.,U
tet,1990,p.107

）。
そ
の
他
、
肯
定
説
と
し
て
、T

E
S

S
A ,

L
a

person
a

offesa
,cit.,p.78

を
参
照
。

（
１６９
）

A
M

O
D

IO
,C

om
m

en
to

all’art.90
,cit.,p.538.

（
１７０
）

も
っ
と
も
、
非
公
開
で
審
判
が
行
わ
れ
る
場
合
は
こ
の
限
り
で
な
い
。
こ
の
点
に
つ
き
、T

E
S

S
A ,L

a
person

a
offesa

,cit.,pp.86- 87

を
参
照
。

（
１７１
）

治
安
判
事
手
続
は
、
民
事
の
分
野
で
は
、
一
定
の
小
額
訴
訟
を
管
轄
す
る
も
の
と
し
て
す
で
に
一
九
九
五
年
か
ら
導
入
さ
れ
て
い
た
が
、

二
〇
〇
〇
年
法
に
よ
っ
て
そ
れ
が
刑
事
の
分
野
に
ま
で
拡
大
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
治
安
判
事
に
よ
る
刑
事
手
続
に
関
し
て
は
、
数
多

く
の
文
献
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
と
り
わ
け
、N

A
P

P
I ,L

a
proced

u
ra

pen
ale

per
ilgiu

d
ice

d
ipace,G

iu
ffrè,2001

を
参
照
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
軽
微
な
親
告
罪
に
関
し
て
、
告
訴
人
と
被
告
訴
人
の
間
の
「
和
解
」
を
優
先
さ
せ
る
と
い
う
治
安
判
事
手
続
に
み
ら
れ
る
基

本
的
発
想
は
、
現
行
刑
訴
法
施
行
当
初
も
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
当
初
の
刑
訴
法
五
六
四
条
は
、「
法
務
官

（pretore

）」（
治
安
判
事
と
異
な
り
、
通
常
の
司
法
官
で
あ
る
）
が
管
轄
す
る
軽
微
な
親
告
罪
に
つ
い
て
は
、
検
察
官
は
、
予
備
捜
査
終
結

前
で
あ
っ
て
も
、
告
訴
人
お
よ
び
被
告
訴
人
に
出
頭
を
求
め
、
弁
護
人
の
援
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
告
知
し
た
う
え
で
、
告
訴

人
に
は
告
訴
を
取
下
げ
る
用
意
が
な
い
か
、
被
告
訴
人
に
は
告
訴
取
下
げ
に
同
意
す
る
用
意
が
な
い
か
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る

な
ど
、
告
訴
人
た
る
「
犯
罪
被
害
者
」
に
よ
り
積
極
的
な
役
割
を
付
与
し
て
い
た
の
で
あ
る
（
も
っ
と
も
、
治
安
判
事
に
よ
る
手
続
と
異
な

り
、
調
停
の
役
割
は
検
察
官
に
与
え
ら
れ
て
い
た
）。

（
１７２
）

治
安
判
事
の
資
格
要
件
に
つ
い
て
は
、
一
九
九
一
年
九
月
二
一
日
の
法
律
第
三
七
四
号
五
条
に
定
め
が
あ
る
が
、
同
規
定
は
、
一
九
九

九
年
一
一
月
二
四
日
の
法
律
第
四
六
八
号
に
よ
る
改
正
以
降
は
、
�
イ
タ
リ
ア
国
籍
を
有
す
る
こ
と
、
�
市
民
的
・
政
治
的
権
利
を
享
受
す

る
者
で
あ
る
こ
と
、
�
故
意
犯
ま
た
は
拘
禁
刑
の
前
科
が
な
く
、
か
つ
、
保
安
処
分
に
付
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
こ
と
、
�
法
学
士
の
学
位
を

取
得
し
て
い
る
こ
と
、
�
身
体
的
・
精
神
的
適
性
を
備
え
て
い
る
こ
と
、
�
三
〇
歳
以
上
七
〇
歳
以
下
で
あ
る
こ
と
、
�
任
命
前
に
従
属
、

公
的
、
私
的
労
働
活
動
を
辞
す
る
こ
と
、
�
司
法
職
適
性
試
験
に
合
格
し
て
い
る
こ
と
（
一
定
の
司
法
職
に
つ
い
た
経
験
が
あ
る
場
合
に
は
、

免
除
さ
れ
る
）
を
要
求
し
て
い
る
。
候
補
者
は
、
こ
れ
ら
の
要
件
を
充
た
し
、
最
高
司
法
官
会
議
に
よ
る
六
ヵ
月
の
研
修
を
受
け
た
後
、
「
職

務
適
性
（idon

eità

）」
が
認
め
ら
れ
て
は
じ
め
て
、
治
安
判
事
に
任
命
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
意
味
で
、
治
安
判
事
は
、
通
常
の
司
法

論 説
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官
た
る
裁
判
官
と
異
な
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
一
般
市
民
の
な
か
か
ら
無
作
為
抽
出
さ
れ
る
重
罪
院
・
重
罪
控
訴
院
に
お
け
る
参
審
員
と
も
異

な
っ
て
い
る
。

（
１７３
）

刑
事
治
安
判
事
法
は
、
同
手
続
に
つ
き
、
刑
事
訴
訟
法
の
証
拠
保
全
関
連
規
定
の
適
用
を
排
除
し
つ
つ
も
（
二
条
一
項
ａ
号
）、「
当
事

者
の
請
求
に
基
づ
き
、
公
判
に
お
け
る
証
拠
調
べ
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
た
方
式
に
よ
り
、
延
期
不
能
な
証
拠
の
取
調
べ
を
行
な
う
」
た
め
の

簡
易
な
証
拠
保
全
の
制
度
を
お
い
て
い
る
（
一
八
条
）。

（
１７４
）

治
安
判
事
に
よ
る
不
起
訴
処
分
の
請
求
に
対
す
る
統
制
の
手
続
は
、
通
常
手
続
の
場
合
よ
り
も
簡
略
化
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
治

安
判
事
は
、
不
起
訴
処
分
請
求
の
審
理
を
す
る
に
あ
た
っ
て
、
い
か
な
る
場
合
で
も
当
事
者
を
召
喚
す
る
必
要
は
な
い
。

（
１７５
）

「
犯
罪
被
害
者
」
に
よ
る
被
告
人
の
召
喚
請
求
は
、
当
然
に
告
訴
の
効
果
を
伴
う
（
刑
事
治
安
判
事
二
一
条
五
項
）。
な
お
、
治
安
判
事

が
管
轄
す
る
親
告
罪
の
「
犯
罪
被
害
者
」
も
、
治
安
判
事
に
被
告
人
の
召
喚
を
請
求
す
る
こ
と
な
く
、
検
察
官
に
告
訴
を
行
う
こ
と
も
可
能

で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
被
疑
者
が
特
定
さ
れ
て
い
な
い
場
合
な
ど
は
、
そ
の
特
定
の
た
め
の
捜
査
を
必
要
と
す
る
の
で
、
告
訴
が
な
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
（N

A
P

P
I ,L

a
proced

u
ra

pen
ale

per
ilgiu

d
ice

d
ipace,cit.,p.130

）。

（
１７６
）

N
A

P
P

I ,L
a

proced
u

ra
pen

ale
per

ilgiu
d

ice
d

ipace,cit.,p.128.

（
１７７
）

治
安
判
事
に
よ
る
刑
事
手
続
に
お
け
る
「
出
頭
期
日
」
に
つ
い
て
は
、
と
り
わ
け
、
加
害
者
と
被
害
者
の
間
の
和
解
等
に
よ
っ
て
事
件

を
公
判
以
外
の
手
続
に
振
り
分
け
る
機
能
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。

（
１７８
）

調
停
活
動
の
過
程
で
当
事
者
に
よ
り
な
さ
れ
た
供
述
は
、
評
議
の
た
め
に
は
用
い
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
（
刑
事
治

安
判
事
二
九
条
四
項
）。

（
１７９
）

N
A

P
P

I ,G
u

id
a

alcod
ice

d
iproced

u
ra

pen
ale,cit.,p.600.

（
１８０
）

少
年
に
対
す
る
刑
事
裁
判
に
つ
い
て
は
、
少
年
裁
判
所
（T

ribu
n

ale
per

im
in

oren
n

i

）
お
よ
び
控
訴
院
少
年
部
（sezion

e
dicorte

di
appello

per
i

m
in

oren
n

i

）
が
こ
れ
を
管
轄
す
る
。
イ
タ
リ
ア
の
少
年
刑
事
手
続
に
お
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
専
門
参
審
制
が
採
ら
れ
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
少
年
裁
判
所
は
、
二
人
の
通
常
司
法
官
（m

agistrati
ordan

ari

）
と
二
人
の
「
名
誉
裁
判
官
（giu

dici
on

orari

）」

（
生
物
学
、
精
神
医
学
、
犯
罪
人
類
学
、
教
育
学
ま
た
は
心
理
学
の
専
門
家
で
、
三
〇
歳
以
上
の
社
会
福
祉
活
動
の
業
績
の
あ
る
者
の
な
か

か
ら
男
女
一
人
ず
つ
選
出
さ
れ
る
）
の
合
計
四
人
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
控
訴
院
少
年
部
は
、
三
人
の
控
訴
院
判
事
と

男
女
一
人
ず
つ
の
「
名
誉
裁
判
官
」（
資
格
要
件
お
よ
び
選
出
手
続
は
少
年
裁
判
所
の
場
合
と
同
じ
で
あ
る
）
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
ま

イタリア刑事手続における犯罪「被害者」の地位について（二）
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た
、
少
年
刑
事
事
件
の
予
備
審
理
も
、
一
人
の
通
常
司
法
官
と
二
人
の
専
門
家
（
男
女
一
人
ず
つ
）
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
少
年
予
備
審
理

裁
判
所
が
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

（
１８１
）

「
犯
罪
被
害
者
」
が
刑
訴
法
九
〇
条
に
定
め
る
資
格
の
行
使
の
た
め
に
予
備
審
理
に
参
加
す
る
旨
の
文
言
は
、
一
九
九
一
年
一
月
一
四

日
の
委
任
立
法
令
第
一
二
号
に
よ
る
少
年
刑
訴
法
三
一
条
五
項
の
改
正
の
際
に
挿
入
さ
れ
た
（
同
条
項
は
、
同
法
三
三
条
四
項
に
よ
っ
て
正

式
審
判
に
も
準
用
さ
れ
る
）。
同
条
項
の
文
言
上
は
、「
犯
罪
被
害
者
」
は
、
予
備
審
理
に
「
参
加
す
る
」
も
の
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
が

「
犯
罪
被
害
者
」
に
参
加
を
義
務
づ
け
る
こ
と
ま
で
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
争
い
は
な
い
（S

T
R

A
P

P
IN

I ,C
om

m
en

to

all’art.31
d

eld
.p.r.448/

1988
,in

G
IO

S
T

R
A

(a
cu

ra
di),Ilprocesso

pen
ale

m
in

orile,G
iu

fffè,2001,p.385

）。

な
お
、
少
年
刑
事
手
続
に
お
け
る
予
備
審
理
お
よ
び
審
判
は
、
原
則
と
し
て
非
公
開
で
あ
る
（
少
年
刑
訴
三
三
条
一
項
）。
も
っ
と
も
、

一
六
歳
以
上
の
少
年
被
告
人
は
裁
判
の
公
開
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
場
合
に
は
、
少
年
裁
判
所
は
、
そ
の
理
由
を
審
査
し
、
被
告

人
の
利
益
の
た
め
に
審
判
を
公
開
す
る
こ
と
が
相
当
と
思
料
す
る
場
合
に
は
、
審
判
の
公
開
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
（
少
年
刑
訴
三
三
条

二
項
）。

（
１８２
）

S
C

A
R

D
A

C
C

IO
N

E- B
A

L
D

R
Y- S

C
A

L
I ,L

a
m

ed
iazion

e
pen

ale,ipotesid
iin

terven
to

n
ella

giu
stizia

m
in

orile,G
iu

ffrè,1998,

pp.62
ss.

な
お
、
イ
タ
リ
ア
少
年
刑
事
手
続
に
お
け
る
和
解
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
〇
年
四
月
に
ウ
イ
ー
ン
で
開
か
れ
た
第
十
回
国
連
犯
罪

予
防
・
犯
罪
者
処
遇
会
議
に
お
け
る
イ
タ
リ
ア
司
法
省
に
よ
る
報
告
（h

ttp
://w

w
w

.giu
stizia.it/stu

dierapporti/m
ediazion

e.h
tm

#

_ T
oc

479674564.h
tm

）
も
参
照
。

（
１８３
）

T
O

N
IN

I ,M
an

u
ale,cit.,p.137.

（
１８４
）

T
O

N
IN

I ,M
an

u
ale,cit.,p.137.

（
１８５
）

T
E

S
S

A ,L
a

person
a

offesa
,cit.,p.41.

（
１８６
）

よ
く
挙
げ
ら
れ
る
の
が
「
保
全
押
収
」
の
例
で
あ
る
。
イ
タ
リ
ア
刑
訴
法
は
、「
保
全
押
収
（sequ

estro
con

servativo

）」、「
予
防
押

収
（sequ

estro
preven

tivo

）」、「
証
拠
押
収
（sequ

estro
probatorio

）」
と
い
う
三
種
類
の
「
押
収
」
を
予
定
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、

「
保
全
押
収
」
お
よ
び
「
予
防
押
収
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
犯
罪
か
ら
生
じ
た
民
事
責
任
お
よ
び
刑
事
上
の
訴
訟
費
用
の
支
払
い
等
の
履
行
の

確
保
」
お
よ
び
「
犯
罪
の
継
続
ま
た
は
新
た
な
犯
罪
の
予
防
」
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
両
者
と
も
に
物
的
「
保
全
処
分
（m

isu
re

cau
telari

）」
に
属
す
る
も
の
と
さ
れ
、
そ
の
適
用
権
限
は
裁
判
官
・
裁
判
所
に
限
定
さ
れ
て
い
る
（
こ
れ
に
対
し
て
、
日
本
の
刑
訴
法
上

論 説
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の
「
押
収
」
に
該
当
す
る
「
証
拠
押
収
」
を
行
な
う
権
限
は
、
「
司
法
官
」
た
る
検
察
官
に
も
認
め
ら
れ
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
「
令
状
主
義
」

は
採
用
さ
れ
て
い
な
い
）。「
犯
罪
被
害
者
」
に
は
、
こ
の
い
ず
れ
の
押
収
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
を
請
求
す
る
「
権
利
」
は
認
め
ら
れ
て
い
な

い
の
で
あ
る
。

（
１８７
）

S
T

R
IN

A- B
E

R
N

A
S

C
O

N
I ,P

erson
a

offesa,parte
civile,cit.,p.15.

（
１８８
）

A
M

O
D

IO
,C

om
m

en
to

all’art.90
,cit.,p.538.

（
１８９
）

T
O

N
IN

I ,M
an

u
ale,cit.,pp.136

ss.

イタリア刑事手続における犯罪「被害者」の地位について（二）
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